
約款類の制定および改定について 

 

 

 

 当社では、下記のとおり約款類を制定および改定させていただきます。 

 

 

記 

 

 

１ 制定および改定 

（１）障がい者用ＩＣ乗車券取扱特約（新規制定） 

（２）ＩＣカード乗車券取扱規則 

（３）ＩＣカード乗車券取扱基準規程 

（４）ＩＣカード乗車券取扱規則に関する特約 

（５）旅客営業規則 

（６）連絡運輸規程 

 

２ 実 施 日 

   令和５年３月１８日（土）初電より 

 

３ 内 容 

   以下の新旧対照表のとおり改定いたします 

 

 

以上 

 

 

 

 

《お問合せ》      

 シーサイドライン 運輸部 業務課 

ＴＥＬ：０４５－７８７－７００８ 

     （９：００～１７：２０） 



障がい者用ＩＣ乗車券取扱特約（新規制定） 

 
ＩＣカード乗車券取扱規則（参考規則） 障がい者用ＩＣカード乗車券取扱特約 

 

 「IC カード乗車券取扱規則」（抜粋） 

 
第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 この規則は、株式会社横浜シーサイドライン（以下「当社」という。）における、ＩＣカード乗車券によ 

る旅客の運送等について、その使用条件を定め、もって旅客の利便性向上と業務の適正な遂行を図ることを 

目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（適用範囲） 

第２条 当社において旅客の運送等を行うＩＣカード乗車券は、この規則の定めるところによる。 

  ２ 前項にかかわらず、一体型ＰＡＳＭＯについては次の各号に定める取扱いは行わない。 

    （１） 第１１条（発売） 

    （２） 第１８条第２項（再印字） 

    （３） 第２２条および第２３条（再発行）、ただし各条に定める再発行整理票交付手続きを 

行う。 

    （４） 第２４条（ＰＡＳＭＯの交換および移替え） 

    （５） 第２６条（払いもどし） 

   ３ 当該ＰＡＳＭＯに定期乗車券、または企画乗車券が付加されていない場合は、前項第１号および第２号の

取扱いを除き、第１項により取扱う。 

  ４ 当社は、この規則を相当な範囲で変更することがある。この場合、当社は変更及び変更内容を予め告知す

るものとする。 

５ この規則が改定された場合、以後のＩＣカード乗車券による旅客の運送等については、改定された規則

の定めるところによる。 

６ この規則に定めのない事項については、法令、当社の旅客営業規則および株式会社パスモが定めるＰＡ

ＳＭＯ取扱規則等の定めるところによる。 

  

 

 

 

 

 

（用語の意義） 

第３条 この規則における主な用語の意義は、次の各号に掲げるとおりとする。 

  （１）「ＩＣカード乗車券」とは、株式会社パスモが発行するＰＡＳＭＯを媒体とする乗車券等をいう。 

  （２）「ＩＣ取扱事業者」とは、ＰＡＳＭＯ取扱規則に規定するＰＡＳＭＯ取扱事業者をいう。 

  （３）「ＩＣ鉄道事業者」とは、前号に規定するＩＣ取扱事業者のうち鉄道事業者をいう。 

（４）「ＳＦ」とは、専ら旅客運賃の支払いや乗車券類との引換えに充当する、ＩＣカード乗車券に記録され

た金銭的価値をいう。 

  （５）「ＩＣＳＦ乗車券」とは、ＳＦにより旅客の運送等に供するＩＣカード乗車券をいう。 

 

  （６）「無記名ＰＡＳＭＯ」とは、券面に使用者の記名を行わない、持参人 1名の使用に供する 

 

「障がい者用ＩＣカード乗車券取扱特約」（抜粋） 

 
第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 この特約は、株式会社横浜シーサイドライン（以下「当社」という。）が「株式会社横浜シーサイドライ 

ンＩＣカード乗車券取扱規則」に定めるサービス内容とその使用条件のうち、身体障害者福祉法（昭和２４年 

法律第２８３号）第 １５条第４項に規定する身体障害者手帳、または「療育手帳制度について」（昭和４８年 

９月厚生省発児 第１５６号厚生事務次官通知）により定められた療育手帳制度要綱に規定する療育手帳（以 

下「手帳」と いう）の交付を受けている者のうち、当社の規程等に定める（当該手帳の旅客鉄道株式会社旅 

客運賃減額 欄に記載のある）第１種身体障害者または第１種知的障害者とその介護者に限り株式会社パスモ 

の定める 障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約に基づき発行する障がい者ＰＡＳＭＯおよび介護者ＰＡＳＭＯ（以 

下「障 がい者用ＰＡＳＭＯ」という）を媒体とする乗車券等（以下「障がい者用ＩＣカード乗車券」という 

）に よる旅客の運送等について、その使用条件を定めることを目的とする。 

 

（適用範囲）  

第２条 この特約は、株式会社横浜シーサイドラインＩＣカード乗車券取扱規則（以下、「ＩＣ規則」という。）に

対する特約であり、ＩＣ規則と異なる取扱いについてはこの特約を優先して適用するものとする。 

２ 前項にかかわらず、次の各号に定める取扱いは行わない。  

（１） 第６条（発売）  

（２） 第１０条（再印字） 

（３） 第１１条第２項（障がい者用ＰＡＳＭＯの個人情報変更） 

（４） 第１４条及び第１５条（再発行）、ただし各条に定める再発行整理票交付手続きを行う  

（５） 第１６条（障がい者用ＰＡＳＭＯの交換）  

（６） 第１８条（払いもどし）  

（７） 第１９条（障がい者用ＰＡＳＭＯの変更）  

（８） 第２０条（有効期限の更新） 

 ３ ＩＣ規則第５条第５項第５号、同第５条第９項、同第６条の２、同第７条、同第１１条、同第１３条、 

同第１６条第４項、同第１６条の２、同第１８条から同第２７条、同第３０条から同第３２条に規定す 

る事項については、障がい者用ＩＣカード乗車券には適用しない。 

４  当社は、この特約を相当な範囲で変更することがある。この場合、当社は変更及び変更内容を予め告知 

  するものとする。この特約変更後に障がい者用ＩＣカード乗車券を使用したことをもって、使用者が変 

更内容に合意したものとする。 

５  この特約が改定された場合、以後の障がい者用ＩＣカード乗車券にかかわる取扱いについては、改定さ 

れたこの特約の定めるところによる。  

6  この特約に定めのない事項については、ＩＣ規則、株式会社パスモの定めるＰＡＳＭＯ取扱規則、同障 

がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約、同ＰＡＳＭＯ電子マネー取扱規則、同オートチャージサービス取扱規則

の定めるところによる。 

 

（用語の意義） 

第３条 この特約における主な用語の意義は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）「障がい者ＩＣカード乗車券」とは、株式会社パスモが発行する障がい者ＰＡＳＭＯを媒体とする 乗車 

券等をいう。  

（２）「介護者ＩＣカード乗車券」とは、株式会社パスモが発行する介護者ＰＡＳＭＯを媒体とする乗車券等 

をいう。 

（３）「障がい者用ＩＣＳＦ乗車券」とは、ＳＦにより旅客の運送等に供する障がい者用ＩＣカード乗車券を 

いう。  

（４）「障がい者用ＩＣ定期乗車券」とは、ＩＣ鉄道事業者の定期乗車券の機能を障がい者用ＰＡＳＭＯに付 

したＩＣカード乗車券をいう。  



ＩＣカード乗車券をいう。 

（７）「記名ＰＡＳＭＯ」とは、券面に使用者の記名を行い、かつＰＡＳＭＯに使用者の氏名を記録した、記 

名人本人の使用に供するＩＣカード乗車券をいう。 

  （８）「一体型ＰＡＳＭＯ」とは、株式会社パスモが、同事業者以外の者（以下「提携先」という。）と提携し、

提携先のサービス機能と一体となった媒体で発行する記名ＰＡＳＭＯをいう。 

  （９）「大人用ＰＡＳＭＯ」とは、大人の使用に供するＰＡＳＭＯをいう。 

  （10）「小児用ＰＡＳＭＯ」とは、小児の使用に供するものであって券面に小児の表示を行った記名ＰＡＳＭ

Ｏをいう。 

  （11）「ＩＣ定期乗車券」とは、ＩＣ鉄道事業者の定期乗車券の機能を記名ＰＡＳＭＯに付加したＩＣカード

乗車券をいう。 

  （12）「ＩＣ企画乗車券」とは、ＩＣ鉄道事業者が旅客営業規則等に定める旅客運賃の割引を行う乗車券（以

下、「企画乗車券」という。）の機能をＰＡＳＭＯに付加したＩＣカード乗車券をいう。 

  （13）「チャージ」とは、ＩＣカード乗車券に入金することをいう。 

  （14）「デポジット」とは、返却することを条件に、株式会社パスモが収受するＰＡＳＭＯの使用権の代価を

いう。 

  （15）「改札機等」とは、ＩＣカード乗車券の改札を行う機器をいう。 

  （16）「精算機等」とは、ＩＣカード乗車券の精算およびチャージを行う機器をいう。 

  （17）「最低運賃相当額」とは、第６条第２項に規定する普通旅客運賃で、当該乗車駅から隣接駅までの区間

に対して適用される最も低額な運賃をいう。 

 

（契約の成立および適用規定） 

第４条 ＩＣカード乗車券による旅客運送の契約は、駅において乗車の際に改札機等による改札を受けたときに

旅客と当社の間において成立する。 

２ 前項にかかわらず、ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券による旅客運送の契約は、その定期乗車券ま

たは企画乗車券を発売したときに成立する。 

  ３ 前各項の規定によって契約の成立したとき以降における取扱いは、別段の定めをしない限り、その契約

の成立したときの定めによるものとする。 

 
（使用方法および制限事項） 

第５条 ＩＣカード乗車券を使用して乗車するときは、改札機等による改札を受けて入場し、同一のＩＣカード

乗車券により改札機等による改札を受けて、出場しなければならない。 

 ２ 出場時にＳＦ残額が減額する運賃相当額に満たないときは、精算機等において不足額を支払い、出場す

るものとする。 

  ３ ＩＣカード乗車券のＳＦを使用して定期乗車券、別のＰＡＳＭＯおよび当社が別に定める乗車券等との

引換えはできない。 

  ４ 入場時に使用したＩＣカード乗車券を出場時に使用しなかった場合は、当該ＩＣカード乗車券で再び入

場することはできない。 

  ５ 次の各号のいずれかに該当するときは、ＩＣカード乗車券は直接改札機等で使用できないことがある。 

  （１）入場時にＳＦ残額が当該駅の最低運賃相当額に満たないとき。 

  （２）旅客が、出場時に改札機等で旅客運賃の減額ができない経路を乗車したとき。 

（３）ＩＣカード乗車券の破損、改札機等の故障または停電等により改札機等によるＩＣカード乗車券の内 

容の読取りが不能となったとき。 

  （４）記名ＰＡＳＭＯまたは当社が別に定める無記名ＰＡＳＭＯにおいては改札機等での入場または出場、Ｓ

Ｆもしくは定期乗車券、企画乗車券の使用またはＳＦのチャージのいずれかの取扱いを行った日の翌

日を起算日として、株式会社パスモが別に定める期間これらの取扱いが行われなかったとき。 

  （５）一体型ＰＡＳＭＯにおいては提携先の都合により、当該ＰＡＳＭＯが使用できない状態と 

なったとき、または有効期限が終了したとき。 

  ６ ＩＣカード乗車券を使用して、乗車以外の目的で駅に入出場することはできない。 

  ７ ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の券面表示区間内の駅を発駅もしくは着駅とする他の乗車券と併

用することができる。この場合は、第１項に規定する使用方法と同様の取扱いを受けたこととみなす。 

  ８ 記名ＰＡＳＭＯは、当該記名ＰＡＳＭＯに記録された記名人本人以外が使用することはできない。 

  ９ 小児用ＰＡＳＭＯは、有効期限終了後は使用することができない。 

  １０ 偽造、変造または不正に作成されたＩＣカード乗車券、ＳＦ、定期乗車券または企画乗車券の機能を使

用することはできない。 

 

（５）「障がい者ＩＣ定期乗車券」とは、ＩＣ鉄道事業者の定期乗車券の機能を障がい者ＰＡＳＭＯに付加し 

たＩＣカード乗車券をいう。  

（６）「介護者ＩＣ定期乗車券」とは、ＩＣ鉄道事業者の定期乗車券の機能を介護者ＰＡＳＭＯに付加したＩ 

Ｃカード乗車券をいう。  

（７）「障がい者用ＩＣ企画乗車券」とは、ＩＣ鉄道事業者が旅客営業規則等に定める旅客運賃の割引を行う 

乗車券（以下、「企画乗車券」という。）の機能を障がい者用ＰＡＳＭＯに付加したＩＣカード乗車券を 

いう。 

 ２ この特約に定めのない用語の意義については、ＩＣ規則、ＰＡＳＭＯ取扱規則、障がい者用ＰＡＳＭＯ取 

扱特約、その他の関連する規則等の定めるところによるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（契約の成立および適用規定） 

ＩＣ規則第４条と同じ 

 

 

 

 

 

 

（使用方法および制限事項） 

第４条 障がい者用ＩＣカード乗車券を使用して乗車するときは、ＩＣ規則第５条に定める取扱いのほか、障が 

い者ＩＣカード乗車券およびその対となる介護者ＩＣカード乗車券を同時かつ同一行程で使用しなけれ

ば ならない。ただし、第１種身体障害者または第１種知的障害者が単独で乗車するときは、当社線内を

乗車する場合に限り、障がい者ＩCカード乗車券を単独で使用することができる。 

２ 障がい者ＩＣカード乗車券は記名人本人、介護者ＩＣカード乗車券は障がい者ＩＣカード乗車券を使用 

する記名人本人を介護する能力があると認められる者が使用することができる。  

３ 障がい者用ＩＣカード乗車券は有効期限終了後は使用することができない。この場合、第２０条に規定

する有効期限の更新手続きを行うことにより、有効期限を延長して使用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（運賃） 

第６条 この規則における普通旅客運賃は、第５条第１項の定めにより乗車した場合に適用する運賃をいう。 

  ２ 前項に定める普通旅客運賃のうち、大人片道普通旅客運賃は、旅客の乗車する発着区間のキロ程により、

次によって区分した１円単位運賃とする。 

  （１）  ２ｋｍまで              ２３４円 

  （２）  ２ｋｍをこえ    ４ｋｍまで    ２６５円 

  （３）  ４ｋｍをこえ    ７ｋｍまで     ２９５円 

  （４）  ７ｋｍをこえ   １１ｋｍまで     ３１６円 

  ３ 旅客が第５条第１項に定める使用方法によらず乗車した場合であっても、当社が特に認めた場合は、前

項に定める普通旅客運賃を適用することがある。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、旅客営業

規則に定める普通旅客運賃を適用する。 

  （１）第５条第７項の規定により他の乗車券を併用した場合で、旅客営業規則に定める乗車券で 

旅行を開始した場合 

  （２）第５条第７項の規定により他の乗車券を併用した場合で、併用した乗車券について旅客営 

業規則に定める区間変更の取扱いを行った場合 

 

（小児片道普通旅客運賃） 

第６条の２ 小児片道普通旅客運賃は、大人片道普通旅客運賃を折半し、１円未満の端数を切り捨てた額とする。 

 

 

（個人情報の取扱い） 

第７条 記名ＰＡＳＭＯにかかわる個人情報の取扱いは、ＰＡＳＭＯ取扱規則の定めるところによる。 

 

（旅客の同意） 

第８条 旅客は、この規則およびこれに基づいて定められた規定を承認し、かつこれに同意したものとする。 

 

（取扱区間） 

第９条 当社におけるＩＣカード乗車券の取扱区間は、全線とする。 

 

（制限または停止） 

第１０条 旅客の運送の円滑な遂行を確保するため、当社が必要であると認めたときは、次に掲げる制限または

停止をすることがある。 

  （１）発売または再発行等の箇所・枚数・時間・方法の制限もしくは停止 

  （２）乗車区間・乗車経路・乗車方法または乗車する列車の制限 

  ２ 前項に基づくサービスの制限または停止に対し、当社はその責めを負わない。 

 
第２章 発売 

（発売） 

第１１条 ＰＡＳＭＯはＰＡＳＭＯ取扱規則の定めにより駅等で発売する。ただし、記名ＰＡＳＭＯの購入を希

望する旅客がＩＣカード乗車券を処理する機器により、購入申込書に記載すべき事項を入力した場合は、

購入申込書の提出を省略し発売することができる。 

２ 旅客がＰＡＳＭＯに定期乗車券の購入を申し込む場合は、購入申込書に必要事項を記入して提出し、

旅客営業規則に定める定期乗車券をＰＡＳＭＯへ発売する。ただし、定期乗車券の購入を希望する旅

客がＩＣカード乗車券を処理する機器により、購入申込書に記載すべき事項を入力した場合は、購入

申込書の提出を省略し発売することができる。 

３ 旅客がＰＡＳＭＯに企画乗車券の購入を希望する場合は、企画乗車券をＰＡＳＭＯへ発売する。 

４ 第２項および第３項の定めにより発売する場合、大人の使用に供するものは大人用ＰＡＳＭＯに、小

児の使用に供するものは小児用ＰＡＳＭＯにその機能を付加する。なお、第２項により発売する定期

乗車券の機能を無記名ＰＡＳＭＯに付加するときは、当該無記名ＰＡＳＭＯを記名ＰＡＳＭＯに変更

する場合に限り取扱う。 

   ５ 第１項、第２項、ならびに第４項にかかわらず、実習用通学定期乗車券（および××××××定期乗車

券）の発売はしない。 

 

 

 

（運賃）  

ＩＣ規則第６条と同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小児片道普通旅客運賃）  

該当なし 

 

 

（個人情報の取扱い） 

 第５条 障がい者用ＰＡＳＭＯにかかわる個人情報の取扱いは、障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めるところ 

 による。 

 

（旅客の同意）  

ＩＣ規則第８条と同じ  

 

（取扱区間）  

ＩＣ規則第９条と同じ  

 

（制限または停止）  

ＩＣ規則第１０条と同じ 

 

 

 

 

第２章 発売 

 

（発売） 

第６条 障がい者用ＰＡＳＭＯは障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めにより駅等で発売する。 

２ 旅客が障がい者用ＰＡＳＭＯに定期乗車券の購入を申し込む場合は、必要事項を記入した購入申込書の 

提出および手帳を呈示し、当社の身体障害者旅客運賃割引規程および知的障害者旅客運賃割引規程に定 

める割引の定期乗車券に限り、第１種身体障害者とその介護者または第１種知的障害者とその介護者に 

対して同時に発売する。 ただし、第１種身体障害者または１種知的障害者が単独で乗車するときは、当 

社線内および当社が定める区間を乗車する場合に限り、単独で定期乗車券を発売する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
（チャージ） 

第１２条 ＩＣカード乗車券は、ＰＡＳＭＯ取扱規則の定めによりＩＣカード乗車券を処理する機器によりャー

ジすることができる。 

   ２ ＩＣＳＦ乗車券を使用して乗車し、出場時にＳＦ残額が減額する運賃相当額に満たない場合、および

ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を使用して乗車し出場時に精算が生じ、かつＳＦ残額が減額す

る運賃相当額に満たない場合は、その不足額を精算機等によりチャージすることができる。 

   ３ 前項の場合、その不足額に１０円未満の端数があるときは、これを１０円単位に切り上げた額とする。 

 

 

 

 

（ＳＦ残額の確認） 

第１３条 ＩＣカード乗車券のＳＦ残額は、ＩＣカード乗車券を処理する機器により確認することができる。 

   ２ ＩＣカード乗車券のＳＦ残額履歴の表示または印字はＰＡＳＭＯ取扱規則の定めにより、ＩＣカード 

乗車券の処理を行う機器により確認することができる。 

３ 前各項にかかわらず、次の各号に定める場合は表示または印字による確認はできないものとする。 

（１）出場処理がされていないＳＦ残額履歴 

  （２）所定の機器による処理が完全に行われなかったときのＳＦ残額履歴 

  （３）第２２条または第２３条の規定によりＰＡＳＭＯを再発行したときの再発行前のＳＦ残額履歴 

  （４）第２４条の規定によりＰＡＳＭＯを交換したときの交換前のＳＦ残額履歴 

   ４ 当社においては、ＰＡＳＭＯ取扱規則の定めにかかわらず、前各項に定めるＳＦ残額およびＳＦ残額

履歴のほか、最近のＳＦ残額履歴から１００件までさかのぼって確認することができる。また、この場

合には、第２２条または第２３条の規定によりＰＡＳＭＯを再発行したときの再発行前のＳＦ残額履

歴および第２４条の規定によりＰＡＳＭＯを交換したときの交換前のＳＦ残額履歴も確認することが

できる。ただし、次の各号に定める場合は表示または印字による確認はできない。 

（１）出場処理がされていないＳＦ残額履歴 

（２）所定の機器による処理が完全に行われなかったときのＳＦ残額履歴 

（３）２６週間を経過したＳＦ残額履歴 

（４）第２２条または第２３条の規定によりＰＡＳＭＯを再発行した当日における再発行前の 

ＳＦ残額履歴 

（５）第２４条の規定によりＰＡＳＭＯを交換した当日における交換前のＳＦ残額履歴 

 
第３章 運賃 

 

（ＩＣＳＦ乗車券における運賃の減額） 

第１４条 旅客がＩＣＳＦ乗車券を使用して乗車する場合、出場時に当該乗車区間に対する大人片道普通旅客運

賃をＳＦ残額から減額する。ただし、小児用ＰＡＳＭＯにあっては、小児片道普通旅客運賃を減額す

る。 

   ２ 当社の駅発着となる場合で、当該発着区間内に他のＩＣ鉄道事業者を含む場合であっても、特に認め

た場合を除き、全線当社を使用したものとみなして、片道普通旅客運賃を収受する。 

 

（ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券における運賃の減額） 

第１４条の２ 旅客がＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を使用して入場した後、任意の駅まで乗車し、出場

する場合の取扱いは次の各号の定めるとおりとする。 

  （１）有効期間内で券面表示区間内から入場した後、券面表示区間外の任意の駅まで乗車し出場 

する場合は、別途乗車となる区間の片道普通旅客運賃相当額を減額する。 

  （２）有効期間内で券面表示区間外から入場した後、券面表示区間内の任意の駅まで乗車し出場 

する場合は、別途乗車となる区間の片道普通旅客運賃相当額を減額する。 

  （３）有効期間内で券面表示区間外の駅相互間を乗車する場合は、別途乗車となる区間の片道普 

通旅客運賃相当額を合算した額、または片道普通旅客運賃を減額する。 

  （４）券面表示の有効期間の開始日前もしくは有効期間の満了日の翌日以降において乗車する場 

合は、片道普通旅客運賃を減額する。 

  （→第１７条「効力」） 

 

 

（チャージ） 

ＩＣ規則第１２条と同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＳＦ残額の確認） 

第７条 障がい者用ＩＣカード乗車券のＳＦ残額は、障がい者用ＩＣカード乗車券を処理する機器により確認す 

 ることができる。  

２ 障がい者用ＩＣカード乗車券のＳＦ残額履歴の表示または印字は障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定め 

により、障がい者用ＩＣカード乗車券の処理を行う機器により確認することができる。  

３ 前各項にかかわらず、次の各号に定める場合は表示または印字による確認はできないものとする。  

（１）出場処理がされていないＳＦ残額履歴  

（２）所定の機器による処理が完全に行われなかったときのＳＦ残額履歴  

（３）第１４条または第１５条の規定により障がい者用ＰＡＳＭＯを再発行したときの再発行前のＳＦ残額 

 履歴  

（４）第１６条の規定により障がい者用ＰＡＳＭＯを交換したときの交換前のＳＦ残額履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 運賃 

 

（ＩＣＳＦ乗車券における運賃の減額） 

ＩＣ規則第１４条と同じ 

 

 

 

 

（ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券における運賃の減額） 

ＩＣ規則第１４条の２と同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（当社を含むＩＣ鉄道事業者相互間を乗車する場合の運賃の減額） 

第１５条 旅客がＩＣＳＦ乗車券を使用して入場した後、各ＩＣ鉄道事業者の定める取扱区間内を連続して乗車

する場合、出場時に減額する旅客運賃は、実際に乗車した経路に基づき、各ＩＣ鉄道事業者で定める大

人片道普通旅客運賃の計算方による運賃の合算額とする。また、小児用ＰＡＳＭＯのＳＦから減額す

る旅客運賃にあっては、各ＩＣ鉄道事業者で定める小児片道普通旅客運賃の合算額とする。 

２ 旅客がＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を使用して入場した後、各ＩＣ鉄道事業者の定める取扱

区間内を連続して乗車し、出場する場合の取扱いは前条の規定を準用する。 

３ 前各項にかかわらず、改札機等での旅客運賃の減額は、入場した駅から４社局以内の各ＩＣ鉄道事業

者の定める取扱区間内を連続して乗車した場合に限る。ただし、５社局以上を連続して乗車した場合

であっても、４社局以内を連続して乗車できる経路がある場合には、４社局以内を連続して乗車した

ものとみなして運賃を減額する。 

   ４ 前各項にかかわらず、乗車経路が特定できない場合は、実際に乗車した経路と異なる経路を乗車した

ものとみなして運賃を減額することがある。 

   ５ ＩＣ鉄道事業者が規定する旅客運賃に割引を適用する区間を乗車する場合は、出場時に当該区間の片

道普通旅客運賃から割引額を減じた額を減額する。ただし、同一ＩＣ鉄道事業者の割引適用区間が重

複する場合にあっては、次の各号に定めるとおりとする。 

   （１）割引額が異なる場合には、旅客運賃が低廉となる割引を適用する。 

 （２）割引額が同一の場合には、乗車経路において最初に発生する割引を適用する。 

   ６ 旅客は２以上の旅客運賃の割引が適用される場合であっても、旅客運賃の割引を重複して請求するこ

とができない。 

 

（身体障害者割引および知的障害者割引） 

第１６条 当社が別に定める旅客営業規則の身体障害者および知的障害者の規定により、割引を受けようとする

旅客がＩＣカード乗車券による乗車の意思を表示したときは、当社線内を利用する場合に限り、ＩＣ

ＳＦ乗車券による乗車では当該区間の片道普通旅客運賃、ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券によ

る乗車では第１４条の２の規定により算出する片道普通旅客運賃相当額、または片道普通旅客運賃か

らそれぞれ５割引した額を減額する。 

２ 前各項にかかわらず、各ＩＣ鉄道事業者相互間を乗車した場合は、次の各号に定めるとおりとする。 

   （１）実際に乗車した経路に基づき、各ＩＣ鉄道事業者で定めるＩＣカード乗車券取扱規則によ 

り運賃を減額する。 

（２）２以上の旅客運賃が適用される場合であっても、旅客運賃の割引を重複して請求すること 

ができない。 

   ３ 前各項の取扱いは、第５条第１項の規定にかかわらず、改札機等による改札を受けて入場し、出場時に

係員に身体障害者手帳または知的障害者手帳を呈示するものとする。 

 

（身体障害者割引運賃および知的障害者割引運賃の端数処理） 

第１６条の２ 前条第１項の規定により割引の運賃を減額する場合、１円未満の端数があるときは、１円未満の

端数を切り捨てた額とする。 

 

 

 

 

 

 

第４章 効力 

 

（効力） 

第１７条 ＩＣカード乗車券取扱区間内において、ＩＣＳＦ乗車券を使用して乗車する場合、次の各号に定める

とおりとする。 

  （１）当該乗車区間において、片道１回の乗車に限り有効なものとする。この場合、ＩＣＳＦ乗車券１枚をも

って１人が使用することができる。なお、無記名ＰＡＳＭＯから大人片道普通旅客運賃を減額するこ

とを承諾して使用する場合には、小児１人が使用することができる。 

  （２）入場後は、当日限り有効とする。 

  （３）途中下車の取扱いはしない。 

 

（当社を含むＩＣ鉄道事業者相互間を乗車する場合の運賃の減額） 

ＩＣ規則第１５条と同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（障がい者用ＩＣカード乗車券における運賃の減額） 

第８条 障がい者用ＩＣカード乗車券を使用して、第４条およびＩＣ規則第５条第１項の定めにより乗車した場 

 合、出場時にＩＣ規則第１６条第１項または第３項に規定する割引運賃を減額する。 

 ２ 第１項の規定により割引の運賃を減額する場合、１円未満の端数があるときは、１円未満の端数を切り 

 捨てた額とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（身体障害者割引運賃および知的障害者割引運賃の端数処理） 

第８条の２項に定める 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 効力 

 

（効力） 

第９条 ＩＣカード乗車券取扱区間内において、障がい者用ＩＣＳＦ乗車券を使用して乗車する場合、ＩＣ規則 

第１７条第 1 項によるほか、次の各項に定めるとおりとする。  

２ 介護者ＰＡＳＭＯからＩＣ規則第１６条に定める割引の運賃を減額することを承諾し、かつ介護能力が 

あると認められる小児が使用する場合には、任意の小児１人が使用することができる。  

３ 障がい者用ＰＡＳＭＯに発売された定期乗車券および企画乗車券について、ＳＦをチャージして券面表 

 示区間外または券面表示の有効期間の開始日前もしくは有効期間の満了日の翌日以降において乗車する 

場合は、第１項を適用する。 



  ２ ＰＡＳＭＯに発売された定期乗車券および企画乗車券については、当社の旅客営業規則等の定めるとこ

ろによる。ただし、ＳＦをチャージしたＩＣ定期乗車券およびＩＣ企画乗車券の券面表示区間外または

券面表示の有効期間の開始日前もしくは有効期間の満了日の翌日以降において乗車する場合は、前項を

適用する。 

 

（再印字） 

第１８条 ＩＣカード乗車券は、その券面に表示すべき事項（以下「券面表示事項」という。）が不明となったと

きは、使用してはならない。 

   ２ 前項の場合、ＰＡＳＭＯ取扱規則または当社の旅客営業規則等の定めるところにより、速やかに当該

ＰＡＳＭＯを当社に差し出して、券面表示事項の再印字を請求しなければならない。 

 

（記名ＰＡＳＭＯの個人情報変更） 

第１９条 改氏名等により、記名ＰＡＳＭＯを所持する旅客の個人情報と記名ＰＡＳＭＯに記録された個人情報

に相違が生じた場合、当該記名ＰＡＳＭＯを使用してはならない。 

   ２ 前項の場合、旅客は速やかに当社が定める申込書および当該記名ＰＡＳＭＯを当社に差し出して、個

人情報変更の請求をしなければならない。この場合の取扱いはＰＡＳＭＯ取扱規則の定めによる。 

 

（無効となる場合） 

第２０条 ＩＣカード乗車券は、次の各号のいずれかに該当する場合は、無効とする。この場合、無効となったＩ

Ｃカード乗車券の取扱いはＰＡＳＭＯ取扱規則の定めによる。 

   （１）旅行開始後のＩＣカード乗車券を他人から譲り受けて使用した場合 

   （２）係員の承諾なく改札機等による改札を受けずに入出場した場合、またはＩＣ定期乗車券およびＩＣ企

画乗車券の券面表示区間外の区間を乗車し、係員の承諾を受けずに出場した場合 

   （３）記名ＰＡＳＭＯを記名人以外の者が使用した場合 

    （４）券面表示事項が不明となったＩＣカード乗車券を使用した場合 

（５）使用資格、氏名、生年月日、性別、電話番号を偽って購入した小児用ＰＡＳＭＯを使用した場合 

    （６）券面表示事項をぬり消し、または改変して使用した場合  

（７）当社の旅客営業規則に定める乗車券が無効となる事項に該当する場合 

    （８）偽造、変造または不正に作成されたＩＣカード乗車券もしくはＳＦを使用した場合 

    （９）旅客の故意または重大な過失によりＩＣカード乗車券が障害状態となったと認められる場合 

    （10）その他不正乗車の手段として使用した場合 

 

 

 

 

 

 
（不正使用に対する旅客運賃･増運賃の収受） 

第２１条 前条各号のいずれかに該当した場合、旅客営業規則の定めにより収受する。 

  （→第２０条「無効となる場合」） 

 

 

第５章 再発行・交換 

 

（紛失再発行） 

第２２条 ＩＣＳＦ乗車券の紛失再発行の取扱いは、当社が定める申請書の提出を受け、ＰＡＳＭＯ取扱規則の

定めるところにより行う。 

２ ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の紛失再発行の取扱いをする場合は、旅客から当社が定める申

請書の提出を受けた後、次の各号の条件を満たす場合に限って、紛失したＩＣ定期乗車券またはＩＣ

企画乗車券の使用停止措置と再発行するために必要な帳票（以下「再発行整理票」という。）を交付す

る。ただし、再発行する当日において定期乗車券または企画乗車券の有効期間が終了している場合は、

前項の取扱いをすることがある。 

   （１）申請書を提出するときは、公的証明書等の呈示により、再発行を請求する旅客が当該ＩＣ定期乗車券

またはＩＣ企画乗車券の記名人本人であることを証明できること。 

 

 

 

 

 

（再印字） 

第１０条 障がい者用ＩＣカード乗車券は、その券面に表示すべき事項（以下「券面表示事項」という。）が不明 

となったときは、使用してはならない。  

２ 前項の場合、ＰＡＳＭＯ取扱規則または当社の旅客営業規則等の定めるところにより、速やかに当該 

障がい者用ＰＡＳＭＯを当社に差し出して、券面表示事項の再印字を請求しなければならない。 

 

（障がい者用ＰＡＳＭＯの個人情報変更） 

第１１条 改氏名等により、障がい者用ＰＡＳＭＯの記名人本人の個人情報と障がい者用ＰＡＳＭＯに記録され 

た個人情報に相違が生じた場合、当該障がい者用ＰＡＳＭＯを使用してはならない。 

２ 前項の場合、旅客は速やかに当社が定める申込書および当該障がい者用ＰＡＳＭＯを当社に差し出し 

 て、個人情報変更の請求をしなければならない。この場合の取扱いは障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約 

の定めによる。  

 

（無効となる場合）  

第１２条 障がい者用ＩＣカード乗車券は、次の各号のいずれかに該当する場合は、無効とする。この場合、無 

効となった障がい者用ＩＣカード乗車券の取扱いは障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めによる。 

（１）旅行開始後の障がい者用ＩＣカード乗車券を他人から譲り受けて使用した場合 

（２）係員の承諾なく改札機等による改札を受けずに入出場した場合、または障がい者用ＩＣ定期乗車券 

および障がい者用ＩＣ企画乗車券の券面表示区間外の区間を乗車し、係員の承諾を受けずに出場し 

た場合  

（３）障がい者ＰＡＳＭＯを障害者本人以外の者が使用した場合  

（４）障がい者ＩＣカード乗車券を記名人本人が単独で使用した場合(第４条第１項ただし書きの場合を除 

く) 

（５）介護者ＩＣカード乗車券を介護者が単独で使用した場合  

（６）券面表示事項が不明となった障がい者用ＩＣカード乗車券を使用した場合  

（７）使用資格、氏名、生年月日、性別、電話番号を偽って障がい者用ＰＡＳＭＯを購入または使用した場 

合  

（８）券面表示事項をぬり消し、または改変して使用した場合  

（９）当社の旅客営業規則に定める乗車券が無効となる事項に該当する場合  

（10）偽造、変造または不正に作成された障がい者用ＩＣカード乗車券もしくはＳＦを使用した場合  

（11）旅客の故意または重大な過失により障がい者用ＩＣカード乗車券が障害状態となったと認められる 

場合  

（12）その他不正乗車の手段として使用した場合 

 

（不正使用に対する旅客運賃･増運賃の収受） 

第１３条 前条各号のいずれかに該当した場合、旅客営業規則の定めにより収受する。  

（→第１２条「無効となる場合」） 

 

第５章 再発行・交換 

 

（紛失再発行） 

第１４条 障がい者用ＩＣＳＦ乗車券の紛失再発行の取扱いは、当社が定める申請書の提出を受け、障がい者用 

ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めるところにより行う。 

２ 障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券の紛失再発行の取扱いをする場合は、旅 

客から当社が定める申請書の提出を受けた後、次の各号の条件を満たす場合に限って、紛失した障が 

い者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券の使用停止措置と再発行するために必要な帳 

票（以下「再発行整理票」という。）を交付する。ただし、再発行する当日において定期乗車券または 

企画乗車券の有効期間が終了している場合は、前項の取扱いをすることがある。  

（１）申請書を提出するときは、公的証明書等の呈示により、再発行を請求する旅客が当該障がい者用ＩＣ 

定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券の記名人本人であることを証明できること。  



   （２）記名人の氏名、生年月日、性別の情報が株式会社パスモのシステムに登録されていること。 

   ３ 前項により使用停止措置を行った当該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券は、旅客が再発行整理票

発行日の翌日から１４日以内に次の第１号から第３号の条件を満たしたうえ、再発行を請求した場合

に限って、当該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券裏面に刻印されたものと異なるカード番号のＩ

Ｃ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を再発行する。また、一体型ＰＡＳＭＯにおいては、次の第１号か

ら第５号の条件を満たした場合に限って、ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の機能を再発行する。 

（１）公的証明書等の呈示により、再発行を請求する旅客が当該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の

記名人本人であることを証明できること。 

（２）再発行するＰＡＳＭＯに付加されている定期乗車券または企画乗車券が当社で発売したものである

こと。 

   （３）旅客が前項により発行された再発行整理票を提出すること。 

（４）旅客が株式会社パスモおよび提携先より交付された再発行用の媒体を持参すること。 

   （５）旅客が株式会社パスモからの再発行用の媒体にかかわる通知を呈示すること。 

４ 前項により再発行の取扱いを行う場合は、再発行するＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券１枚につ

き紛失再発行手数料５２０円を現金で収受する。なお、デポジットの取扱い、および記名ＰＡＳＭＯの

紛失再発行手数料はＰＡＳＭＯ取扱規則の定めによる。 

   ５ 第２項により使用停止措置を行った一体型ＰＡＳＭＯを使用していた旅客が、再発行整理票発行日の

翌日以降に、定期乗車券または企画乗車券の再発行を請求した場合、次の各号に定める条件を満たし

た場合に限り再発行を行う。 

（１）定期乗車券については、当社が定める申請書を提出し、第３項第１号から第３号の条件を満たしたう

え、ＩＣカード乗車券以外の媒体により定期乗車券の機能のみを再発行する。 

（２）企画乗車券については、第３項第２号および第３号の条件を満たしたうえ、ＩＣカード乗車券以外の

媒体により企画乗車券の機能のみを再発行する。 

（３）前各号により再発行した定期乗車券または企画乗車券の取扱いは本規則によらないものとする。 

（４）第１号および第２号により、定期乗車券または企画乗車券を再発行した場合、第３項による再発行の

取扱いを行った後には、定期乗車券または企画乗車券の機能を再発行しない。 

    ６ 当該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の使用停止の申し出を受け付けた後、これを取り消すこと

はできない。また、紛失したＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券が発見された場合に、当該ＩＣ定

期乗車券またはＩＣ企画乗車券を再発行用の媒体として使用することはできない。 

    ７ 第２項から第４項までの取扱いを行った後に、紛失したＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券が発見

された場合で、株式会社パスモがＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券のデポジットを収受している

場合、デポジットの取扱いはＰＡＳＭＯ取扱規則の定めによる。 

 

（障害再発行） 

第２３条 ＩＣＳＦ乗車券の障害再発行の取扱いは、当社が定める申請書の提出を受け、ＰＡＳＭＯ取扱規則の

定めるところにより行う。 

２ ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の障害再発行の取扱いを行う場合は、旅客から当社が定める申

請書の提出を受け、かつＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を呈示したときに、再発行整理票を交

付する。ただし、再発行する当日において定期乗車券または企画乗車券の有効期間が終了している場

合は、前項の取扱いをすることがある。 

   ３ 前項により再発行整理票が発行された当該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券は、旅客が再発行整

理票発行日の翌日から１４日以内に次の第１号から第４号の条件を満たしたうえ、再発行を請求した

場合に限って、当該ＩＣカード乗車券裏面に刻印されたものと異なるカード番号のＩＣカード乗車券

を再発行する。また、一体型ＰＡＳＭＯにおいては、次の第１号および第３号から第７号の条件を満た

した場合に限って、ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の機能を再発行する。 

   （１）旅客が前項により発行した再発行整理票を提出すること。 

（２）旅客が当該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を提出すること。 

（３）再発行するＰＡＳＭＯに付加されている定期乗車券または企画乗車券が当社で発売したものである

こと。 

   （４）旅客が定期乗車券または企画乗車券の効力にかかる帳票の発行を受けた場合には、これを提出するこ

と。 

   （５）旅客が当該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を呈示すること。 

   （６）旅客が株式会社パスモおよび提携先より交付された再発行用の媒体を持参すること。 

   （７）旅客が障害状態となった当該一体型ＰＡＳＭＯと株式会社パスモからの再発行用の媒体にかかわる

通知を呈示すること。 

（２）記名人本人の氏名、生年月日、性別の情報が株式会社パスモのシステムに登録されていること。 

３ 前項により使用停止措置を行った当該障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券 

は、旅客が再発行整理票発行日の翌日から１４日以内に次の第１号から第３号の条件を満たしたうえ、 

再発行を請求した場合に限って、当該障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券裏 

面に刻印されたものと異なるカード番号の障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車 

券を再発行する。  

（１） 公的証明書等の呈示により、再発行を請求する旅客が当該障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい 

者用ＩＣ企画乗車券の記名人本人であることを証明できること。  

（２） 再発行する障がい者用ＰＡＳＭＯに付加されている定期乗車券または企画乗車券が当社で発売し

たものであること。 

（３）旅客が前項により発行された再発行整理票を提出すること。  

（削 除）  

（削 除）  

４ 前項により再発行の取扱いを行う場合は、再発行する障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ 

 企画乗車券それぞれ１枚につき紛失再発行手数料５２０円を現金で収受する。なお、デポジットの取扱 

 い、および障がい者用ＰＡＳＭＯの紛失再発行手数料は障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めによる。 

（削 除）  

一体型は設定なし 

５ 当該障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券の使用停止の申し出を受け付けた後、 

 これを取り消すことはできない。また、紛失した障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画 

乗車券が発見された場合に、当該障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券を再発行 

用の媒体として使用することはできない。 

６ 第２項から第４項までの取扱いを行った後に、紛失した障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用Ｉ 

  Ｃ企画乗車券が発見された場合で、株式会社パスモが障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ 

企画乗車券のデポジットを収受している場合、デポジットの取扱いは障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の 

定めによる。 

７ 障がい者用ＩＣカード乗車券のいずれか一方を紛失した場合、紛失した障がい者用ＩＣカード乗車券の 

再発行が完了するまでの間、第４条第１項ただし書きの場合を除き、対となるもう一方の障がい者用Ｉ 

Ｃカード乗車券を使用することはできない。 

 

 

 

（障害再発行） 

第１５条 障がい者用ＩＣＳＦ乗車券の障害再発行の取扱いは、当社が定める申請書の提出を受け、障がい者用 

ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めるところにより行う。 

２ 障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券の障害再発行の取扱いを行う場合は、旅客 

 から当社が定める申請書の提出を受け、かつ障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車 

券を呈示したときに、再発行整理票を交付する。ただし、再発行する当日において定期乗車券または企 

画乗車券の有効期間が終了している場合は、前項の取扱いをすることがある。  

３ 前項により再発行整理票が発行された当該障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車 

券は、旅客が再発行整理票発行日の翌日から１４日以内に次の第１号から第４号の条件を満たしたう 

え、再発行を請求した場合に限って、当該障がい者用ＩＣカード乗車券裏面に刻印されたものと異なる 

カード番号の障がい者用ＩＣカード乗車券を再発行する。  

（１）旅客が前項により発行した再発行整理票を提出すること。  

（２）旅客が当該障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券を提出すること。 

（３）再発行する障がい者用ＰＡＳＭＯに付加されている定期乗車券または企画乗車券が当社で発売した 

ものであること。  

（４）旅客が定期乗車券または企画乗車券の効力にかかる帳票の発行を受けた場合には、これを提出する 

こと。  

（削 除） 

（削 除）  

（削 除） 

 ４ 当該障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券の障害再発行の申し出を受け付けた 

後、これを取り消すことはできない。また、当該障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗 

車券を再発行用の媒体として使用することはできない。 



   ４ 当該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の障害再発行の申し出を受け付けた後、これを取り消すこ

とはできない。また、当該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を再発行用の媒体として使用するこ

とはできない。 

   ５ 次の各号のいずれかに該当する場合は、理由の如何を問わず再発行の取扱いを行わない。なお、この場

合、株式会社パスモが当該ＩＣＳＦ乗車券のデポジットを収受している場合、デポジットの取扱いは

ＰＡＳＭＯ取扱規則の定めによる。 

   （１）裏面に刻印されたカードの番号が判読できない場合 

   （２）旅客の故意または重大な過失によりＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券が障害状態となったと認

められ、第２０条第９号により無効となった場合 

    （→第２０条「無効となる場合」） 

 

 

（ＰＡＳＭＯの交換および移替え） 

第２４条 当社および株式会社パスモの都合により、旅客が使用しているＰＡＳＭＯを、当該ＰＡＳＭＯ裏面に

刻印されたものと異なるカード番号のＰＡＳＭＯに予告なく交換することがある。なお、一体型ＰＡ

ＳＭＯにおいては提携先の都合による場合を含む。 

   ２ 一体型ＰＡＳＭＯを使用する旅客が、有効期限の到来または登録されている個人情報の変更等により

一体型ＰＡＳＭＯの交換をする場合の取扱いは、ＰＡＳＭＯ取扱規則の定めにより、株式会社パスモ

および提携先から交換用の一体型ＰＡＳＭＯの交付を受け、当社に、現在使用している一体型ＰＡＳ

ＭＯと当該交換用の一体型ＰＡＳＭＯを持参し、かつ株式会社パスモからの交換用の一体型ＰＡＳＭ

Ｏにかかわる通知を呈示し、ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の機能を当該交換用の一体型ＰＡ

ＳＭＯへ移し替える手続きをしなければならない。この場合、当社は、所定の機器により移し替える。 

   ３ 一体型ＰＡＳＭＯを使用する旅客が、現在使用している一体型ＰＡＳＭＯにおける記名ＰＡＳＭＯの

機能、ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の機能を、当社で発売できるＩＣカード乗車券に移し替え

る場合、当社が定める申請書を提出し、かつ公的証明書等の呈示により記名人本人であることを証明し

たときは、ＰＡＳＭＯ取扱規則の定めにより一体型ＰＡＳＭＯの払いもどしおよびＩＣカード乗車券の

発売を行ったものとして、所定の機器により当該ＩＣカード乗車券に移し替える。ただし、当該一体型Ｐ

ＡＳＭＯに付加されていた定期乗車券、および企画乗車券の機能は、払いもどしをせずに当該ＩＣカー

ド乗車券に移し替える。なお、一体型ＰＡＳＭＯにかかわる契約に別段の定めがあるときは、その定めに

よる。 

   ４ 第２項の交換または第３項の移替えを行った後、交換または移替え前の記名ＰＡＳＭＯ、ＩＣ定期乗

車券またはＩＣ企画乗車券の機能停止の取消しまたは機能の復元、移し替えた記名ＰＡＳＭＯ、ＩＣ

定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の機能を別の一体型ＰＡＳＭＯへ移し替えることはできない。 

    （→第１１条「発売」） 

（→第２６条「払いもどし」） 

 

（免責事項） 

第２５条 ＰＡＳＭＯの交換または再発行により、ＰＡＳＭＯ裏面に刻印されたものと異なるカード番号のＰＡ

ＳＭＯを発行したことによる旅客の損害等については、当社はその責めを負わない。 

   ２ 紛失した記名ＰＡＳＭＯの払いもどしやＳＦの使用等で生じた旅客の損害等については、当社はその

責めを負わない。 

   ３ 一体型ＰＡＳＭＯについて、提携先に起因する旅客の損害または提携先のサービス機能にかかわる旅

客の損害等については、当社はその責めを負わない。 

   ４ この規則に定めのない、ＰＡＳＭＯを媒体としたサービス（当社が提供するものを除く。）に関して生

じた使用者の損害等については、当社はその責めを負わない。 

 

第６章 払いもどし 

 

（払いもどし） 

第２６条 旅客が、ＰＡＳＭＯが不要となり、当社が定める申請書を提出したときは、ＰＡＳＭＯ取扱規則の定

めにより払いもどしを行う。 

   ２ 旅客が、ＩＣ定期乗車券に付加された定期乗車券の機能が不要となり、当社が定める申請書を提出し、

かつ公的証明書等の呈示により当該ＩＣ定期乗車券の記名人本人であることを証明した場合は、定期

乗車券の払いもどしを請求することができる。この場合、旅客営業規則に定める払いもどしを行い、定

期乗車券の機能のみ消去して返却する。 

 ５ 次の各号のいずれかに該当する場合は、理由の如何を問わず再発行の取扱いを行わない。なお、この場 

合、株式会社パスモが当該障がい者用ＩＣＳＦ乗車券のデポジットを収受している場合、デポジットの 

取扱いは障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めによる。  

（１）裏面に刻印されたカードの番号が判読できない場合  

（２）旅客の故意または重大な過失により障がい者用ＩＣ定期乗車券または障がい者用ＩＣ企画乗車券が障 

害状態となったと認められ、第１２条第１１号により無効となった場合  

（→第１２条「無効となる場合」） 

６ 障がい者用ＩＣカード乗車券のいずれか一方が障害状態となった場合、障害状態となった障がい者用Ｉ 

 Ｃカード乗車券の再発行が完了するまでの間、第４条第１項ただし書きの場合を除き、対となるもう一 

方の障がい者用ＩＣカード乗車券を使用することはできない。ただし、当該障がい者用ＩＣカード乗車 

券に有効な定期乗車券または企画乗車券が付加されていた場合、定期乗車券または企画乗車券の有効区 

間内に限り使用することができる。 

 

（障がい者用ＰＡＳＭＯの交換） 

第１６条 当社および株式会社パスモの都合により、旅客が使用している障がい者用ＰＡＳＭＯを、当該障がい 

者用ＰＡＳＭＯ裏面に刻印されたものと異なるカード番号の障がい者用ＰＡＳＭＯに予告なく交換す 

ることがある。 

２ 前項の交換を行ったあと、交換前の障がい者用ＰＡＳＭＯの機能停止の取り消しまたは機能の復元は 

できない。 

 

（削 除） 一体型は設定なし  

 

（削 除） 一体型は設定なし  

 

（削 除） 一体型は設定なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（免責事項） 

第１７条 障がい者用ＰＡＳＭＯの交換または再発行により、障がい者用ＰＡＳＭＯ裏面に刻印されたものと異 

なるカード番号の障がい者用ＰＡＳＭＯを発行したことによる旅客の損害等については、当社はその 

責めを負わない。 

２ 紛失した障がい者用ＰＡＳＭＯの払いもどしやＳＦの使用等で生じた旅客の損害等については、当社

はその責めを負わない。 

（削 除） 一体型は設定なし 

３ この特約に定めのない、障がい者用ＰＡＳＭＯを媒体としたサービス（当社が提供するものを除く。）

に関して生じた使用者の損害等については、当社はその責めを負わない。 

 

第６章 払いもどし 

 

（払いもどし） 

第１８条 旅客が、障がい者用ＰＡＳＭＯが不要となり、当社が定める申請書を提出したときは、障がい者用Ｐ 

ＡＳＭＯ取扱特約の定めにより払いもどしを行う。 

２ 旅客が、障がい者用ＩＣ定期乗車券に付加された定期乗車券の機能が不要となり、当社が定める申請 

書を提出し、かつ公的証明書等の呈示により当該障がい者ＩＣ定期乗車券の記名人本人であることを 

証明した場合は、記名人本人に対する定期乗車券とその介護者に対する定期乗車券とについて共に行 

う場合に限り定期乗車券の払いもどしを請求することができる。この場合、旅客営業規則に定める払 

いもどしを行い、定期乗車券の機能のみ消去して返却する。  



  ３ 旅客が、ＩＣ定期乗車券が不要となり、当社が定める申請書を提出し、かつ公的証明書等の呈示によ

り当該ＩＣ定期乗車券の記名人本人であることを証明した場合は、旅客営業規則に定める払いもどし

およびＰＡＳＭＯ取扱規則に定める記名ＰＡＳＭＯの払いもどしを行う。この場合の払いもどし額

は、定期乗車券の払いもどし額とＳＦ残額の合算額とする。 

   ４ 前項の払いもどしを行う場合の手数料は、ＩＣ定期乗車券１枚につき 220円とする。ただし、定期乗

車券の払いもどし額が手数料額未満のときは、その満たない額をＳＦ残額から充当する。なお、定期

乗車券の払いもどし額とＳＦ残額の合算額が手数料額未満のときは、その合算額の同額を手数料とす

る。 

   ５ 旅客が、ＩＣ企画乗車券に付加された企画乗車券の機能が不要となった場合は以下のとおり取り扱

う。 

   （１）当該ＩＣ企画乗車券が記名ＰＡＳＭＯであった場合、当社が定める申請書を提出し、かつ公的証明

書等の呈示により記名ＰＡＳＭＯの記名人本人であることを証明した場合は、企画乗車券の払いも

どしを請求することができる。この場合、旅客営業規則に定める払いもどしを行い、企画乗車券の

機能のみ消去して返却する。 

   （２）当該ＩＣ企画乗車券が無記名ＰＡＳＭＯであった場合、旅客の申告により旅客営業規則に定める払

いもどしを行い、企画乗車券の機能のみ消去して返却する。 

   ６ 旅客が、ＩＣ企画乗車券が不要となった場合は以下のとおり取り扱う。 

   （１）当該ＩＣ企画乗車券が記名ＰＡＳＭＯであった場合、当社が定める申請書を提出し、かつ公的証明

書等の呈示により記名ＰＡＳＭＯの記名人本人であることを証明した場合は、旅客営業規則に定め

る払いもどしおよびＰＡＳＭＯ取扱規則に定める記名ＰＡＳＭＯの払いもどしを行う。この場合の

払いもどし額は、企画乗車券の払いもどし額とＳＦ残額の合算額とする。 

   （２）当該ＩＣ企画乗車券が無記名ＰＡＳＭＯであった場合、旅客の申告により旅客営業規則に定める払

いもどしおよびＰＡＳＭＯ取扱規則に定める無記名ＰＡＳＭＯの払いもどしを行う。この場合の払

いもどし額は、企画乗車券の払いもどし額とＳＦ残額の合算額とする。 

   ７ 前項の払いもどしを行う場合の手数料は、ＩＣ企画乗車券１枚につき２２０円とする。ただし、企画

乗車券の払いもどし額が手数料額未満のときは、その満たない額をＳＦ残額から充当する。なお、企

画乗車券の払いもどし額とＳＦ残額の合算額が手数料額未満のときは、その合算額の同額を手数料と

する。 

   ８ 第１項にかかわらず、第２４条第３項に定める移し替えにより一体型ＰＡＳＭＯを払いもどす場合

は、ＰＡＳＭＯ取扱規則の定めによる手数料は収受しない。 

 

第７章 特殊取扱 

 

（ＰＡＳＭＯの変更） 

第２７条 旅客が無記名ＰＡＳＭＯを差し出して、記名ＰＡＳＭＯへの変更を申し出た場合は、ＰＡＳＭＯ取扱

規則の定めによりＰＡＳＭＯの変更を行う。なお、ＰＡＳＭＯ取扱規則の定めにより、記名ＰＡＳＭＯ

から無記名ＰＡＳＭＯへの変更はできない。 

   ２ 旅客がＰＡＳＭＯ取扱規則の定めによる有効期限終了後の小児用ＰＡＳＭＯを差し出して、大人用Ｐ

ＡＳＭＯへの変更を申し出た場合は、ＰＡＳＭＯ取扱規則の定めによりＰＡＳＭＯの変更を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（同一駅で出場する場合） 

第２８条 旅客は、ＩＣＳＦ乗車券を使用して入場した後、任意の駅まで乗車し、出場せずに再び旅行開始駅ま

で乗車して出場する場合は、実際乗車区間の普通旅客運賃を支払い、当該ＩＣＳＦ乗車券の発駅情報

の消去処理を受けなければならない。ただし、旅客が、ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を使用す

る場合の取扱いは次の各号に定めるとおりとする。 

   （１）有効期間内で券面表示区間内から入場した後、券面表示区間外の任意の駅まで乗車し、出場せずに再 

び旅行開始駅まで乗車して出場する場合は、別途乗車となる区間の普通旅客運賃相当額を支払い、当 

該ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券の発駅情報の消去処理を受けなければならない。 

３ 旅客が、障がい者用ＩＣ定期乗車券が不要となり、当社が定める申請書を提出し、かつ公的証明書等の 

呈示により当該障がい者用ＩＣ定期乗車券の記名人本人であることを証明した場合は、記名人本人に 

対する定期乗車券とその介護者に対する定期乗車券とについて共に行う場合に限り旅客営業規則に定 

める払いもどしおよび障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約に定める障がい者用ＰＡＳＭＯの払いもどしを 

行う。この場合の払いもどし額は、それぞれの定期乗車券の払いもどし額とＳＦ残額の合算額とする。 

４ 前項の払いもどしを行う場合の手数料は、障がい者ＩＣ定期乗車券および介護者ＩＣ定期乗車券それ 

ぞれ１枚につき 220 円とする。ただし、定期乗車券の払いもどし額が手数料額未満のときは、その満 

たない額をＳＦ残額から充当する。なお、定期乗車券の払いもどし額とＳＦ残額の合算額が手数料額 

未満のときは、その合算額の同額を手数料とする。 

５ 旅客が、障がい者用ＩＣ企画乗車券に付加された企画乗車券の機能が不要となった場合、当社が定め 

る申請書を提出し、かつ公的証明書等の呈示により障がい者ＰＡＳＭＯの記名人本人であることを証 

明した場合は、記名人本人に対する企画乗車券とその介護者に対する企画乗車券とについて共に行う 

場合に限り 企画乗車券の払いもどしを請求することができる。この場合、旅客営業規則等に定める払 

いもどしを行い、企画乗車券の機能のみ消去して返却する。  

６ 旅客が、障がい者用ＩＣ企画乗車券が不要となった場合、当社が定める申請書を提出し、かつ公的証明 

書等の呈示により障がい者ＰＡＳＭＯの記名人本人であることを証明した場合は、記名人本人に対す 

る企画乗車券とその介護者に対する企画乗車券とについて共に行う場合に限り旅客営業規則等に定め 

る払いもどしおよび障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約に定める障がい者用ＰＡＳＭＯの払いもどしを行 

う。この場合 の払いもどし額は、それぞれの企画乗車券の払いもどし額とＳＦ残額の合算額とする。 

７ 前項の払いもどしを行う場合の手数料は、障がい者ＩＣ企画乗車券および介護者ＩＣ企画乗車券それ 

ぞれ１枚につき 220 円とする。ただし、企画乗車券の払いもどし額が手数料額未満のときは、その満 

たない額をＳＦ残額から充当する。なお、企画乗車券の払いもどし額とＳＦ残額の合算額が手数料額 

未満のときは、その合算額の同額を手数料とする。 

（削 除） 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 特殊取扱 

 

（障がい者用ＰＡＳＭＯの変更） 

第１９条 旅客が無記名ＰＡＳＭＯを差し出して、障がい者用ＰＡＳＭＯへの変更を申し出た場合、または記名 

ＰＡＳＭＯを差し出して障がい者ＰＡＳＭＯへの変更を申し出た場合(障害者本人が記名ＰＡＳＭＯ 

の記名人に限る)は、障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めにより障がい者用ＰＡＳＭＯまたは障がい 

者ＰＡＳＭＯへの変更を行う。 

２ 障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めにより、記名ＰＡＳＭＯから介護者ＰＡＳＭＯへの変更、障が 

い者用ＰＡＳＭＯから無記名ＰＡＳＭＯおよび記名ＰＡＳＭＯへの変更はできない。 

３ 定期乗車券の機能が付加された記名ＰＡＳＭＯから障がい者ＰＡＳＭＯへの変更はできない。 

 

（有効期限の更新） 

第２０条 旅客が、有効期限を超えて障がい者用ＰＡＳＭＯの使用を希望する場合、別に定める申請書及び当該 

障がい者用ＰＡＳＭＯを提出しかつ手帳の呈示を行うものとする。 

２ 前項のほか、当社は、当該障がい者用ＰＡＳＭＯのＳＦ残額履歴を確認し、引き続き障がい者用ＰＡＳ 

ＭＯの使用を認めると判断した場合に限り、有効期限の更新を行う。この場合、更新日の１年後の同月 

末日を新たな有効期限とする。  

 

（同一駅で出場する場合） 

ＩＣ規則第２８条と同じ 

 

 

 

 



   （２）券面表示区間外の駅または券面表示の有効期間の開始日前もしくは有効期間の満了日の翌日以降に

おいて入場した後、任意の駅まで乗車し、出場せずに再び旅行開始駅まで乗車して出場する場合は、実

際乗車区間の普通旅客運賃または別途乗車となる区間の普通旅客運賃相当額を支払い、当該ＩＣ定期

乗車券またはＩＣ企画乗車券の発駅情報の消去処理を受けなければならない。 

  ２ 次の各号により入場し、乗車せずに同一駅で出場する場合は、最低運賃相当額を支払い発駅情報の消去

処理を受けなければならない。 

（１）ＩＣＳＦ乗車券を使用して入場した場合。 

（２）ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を券面表示区間外の駅または券面表示の有効期間の開始日前も

しくは有効期間の満了日の翌日以降に使用して入場した場合。 

 

（列車の運行不能の場合の取扱方） 

第２９条 ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を所持し、その乗車券の有効期間内に券面表示区間内を乗車す

る旅客が、改札機等による改札を受けた後、列車が運行不能となった場合、付加されている乗車券につ

いては旅客営業規則等に定める取扱いによる。 

   ２ 旅客が次の各号のいずれかに当てはまるＩＣカード乗車券を所持し、改札機等による改札を受けた後、

列車が運行不能となった場合は、アまたはイの取扱いを選択のうえ請求することができる。 

   （１）ＩＣＳＦ乗車券 

   （２）ＳＦをチャージした券面表示区間外または券面表示の有効期間の開始日前もしくは有効期間の満了

日の翌日以降のＩＣ定期乗車券 

   （３）ＳＦをチャージした券面表示区間外または券面表示の有効期間の開始日前もしくは有効期間の満了

日の翌日以降のＩＣ企画乗車券 

     ア 発駅まで無賃送還をするとき 

        乗車区間の旅客運賃は収受せず、無賃送還後、発駅での出場時に当該ＩＣカード乗車券の発駅

情報の消去処理を行う。ただし、無賃送還中の途中駅で下車した場合は、次号に定める取扱いを

適用する。 

     イ 発駅に至る途中駅まで無賃送還したときまたは当該駅で旅行を中止したとき 

        発駅から途中駅または当該駅までの片道普通旅客運賃相当額を、途中駅または当該駅において

ＩＣカード乗車券のＳＦ残額から減額する。 

 

第８章 ＩＣカードの相互利用 

 

（ＩＣカード等の相互利用） 

第３０条 株式会社パスモが相互利用を行う以下のＩＣカード等については、第３条第１項第１号に定めるＩＣ

カード乗車券として取扱うこととし、本規定を準用する。 

  （１）東日本旅客鉄道株式会社が発行する「Ｓｕｉｃａ」 

  （２）東京モノレール株式会社が発行する「モノレールＳｕｉｃａ」 

  （３）東京臨海高速鉄道株式会社が発行する「りんかいＳｕｉｃａ」 

 （４）北海道旅客鉄道株式会社が発行する「Ｋｉｔａｃａ」 

（５）株式会社名古屋交通開発機構が発行する「マナカ」 

（６）株式会社エムアイシーが発行する「ｍａｎａｃａ」 

（７）東海旅客鉄道株式会社が発行する「ＴＯＩＣＡ」 

（８）株式会社スルッとＫＡＮＳＡＩが発行するＩＣカード 

（９）西日本旅客鉄道株式会社が発行する「ＩＣＯＣＡ」 

（10）福岡市交通局が発行する「はやかけん」 

（11）株式会社ニモカが発行する「ｎｉｍｏｃａ」 

（12）九州旅客鉄道株式会社が発行する「ＳＵＧＯＣＡ」 

  ２ 前項で定める一部のＩＣカード乗車券について、ＩＣカード乗車券を処理する機器で使用できない場合

がある。 

  ３ 第１項に定めるＩＣカード乗車券において、この規則に定めのない事項については、法令、当社の旅客営

業規則および第１項に定める各ＩＣカードを発行する事業者の規則（以下、「ＩＣカード発行事業者規則」

という。）の定めるところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（列車の運行不能の場合の取扱方）  

ＩＣ規則第２９条と同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８章 ＩＣカードの相互利用 

 

（ＩＣカード等の相互利用）  

第２１条 株式会社パスモが相互利用を行う以下のＩＣカード等については、第１条に規定する障がい者用ＩＣ 

カード乗車券として取扱うこととし、本規定を準用する。  

（１） 東日本旅客鉄道株式会社が発行する「障がい者用Ｓｕｉｃａ」  

（２） 東京臨海高速鉄道株式会社が発行する「障がい者用りんかいＳｕｉｃａ」 

２ 前項で定める一部の障がい者用ＩＣカード乗車券について、障がい者用ＩＣカード乗車券を処理する 

機器で使用できない場合がある。 

 

   ３ 第１項に定める障がい者用ＩＣカード乗車券において、この規則に定めのない事項については、法令、 

当社の旅客営業規則および第１項に定める各障がい者用ＩＣカードを発行する事業者の規則（以下、 

「ＩＣカード発行事業者規則」という。）の定めるところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（ＩＣカードの相互利用において取扱わない業務） 

第３１条 前条にかかわらず、次の各号に定めるＩＣカード乗車券においては、それぞれ各号に定める取扱いは

行わない。 

   （１）前条第１項第１号から第３号に定めるＩＣカード乗車券について 

    ア 第１１条（発売） 

    イ 第１３条第４項（ＳＦ残額の確認） 

    ウ 第１８条第２項（再印字） 

    エ 第１９条第２項（記名ＰＡＳＭＯの個人情報変更） 

    オ 第２２条（紛失再発行）、ただし本条に定める再発行整理票交付手続きは行う。     

カ 第２３条（障害再発行）、ただし本条に定める再発行整理票交付手続きは行う。 

    キ 第２４条（ＰＡＳＭＯの交換および移替え） 

    ク 第２６条（払いもどし） 

    ケ 第２７条（ＰＡＳＭＯの変更） 

   （２）前条第１項第４号から第１２号に定めるＩＣカード乗車券について 

ア 第１２条（チャージ） 

イ 第１３条（ＳＦ残額履歴の確認） 

ウ 第２８条（同一駅で出場する場合）の消去処理 

エ 第２９条第２項第１号（列車の運行不能の場合の取扱方）の消去処理 

 

（相互利用におけるＩＣカード発行事業者規則に基づく取扱い） 

第３２条 以下の取扱いについては第３０条第１項に定めるＩＣカード発行事業者において、ＩＣカード発行事

業者規則の定めるところにより取扱う。 

   （１）第７条に定める個人情報の取扱い 

   （２）第２０条により無効となったカードの取扱い 

 

 

 

 

 

（ＩＣカードの相互利用において取扱わない業務） 

第２２条 前条にかかわらず、次の各号に定める障がい者用ＩＣカード乗車券においては、それぞれの各号に定 

める取扱いは行わない。 

（１） 前条第１項第１号および第２号に定める障がい者用ＩＣカード乗車券について  

ア 第６条（発売）  

イ 第７条第４項（ＳＦ残額の確認） 

ウ 第１０条第２項（再印字） 

エ 第１１条第２項（障がい者用ＰＡＳＭＯの個人情報変更） 

オ 第１４条（紛失再発行）、ただし本条に定める再発行整理票交付手続きは行う。 

カ 第１５条（障害再発行）、ただし本条に定める再発行整理票交付手続きは行う。 

キ 第１６条（障がい者用ＰＡＳＭＯの交換） 

ク 第１８条（払いもどし）  

ケ 第１９条（障がい者用ＰＡＳＭＯの変更） 

 

（相互利用におけるＩＣカード発行事業者規則に基づく取扱い） 

第２３条 以下の取扱いについては第２１条第１項に定めるＩＣカード発行事業者において、ＩＣカード発行事 

業者規則の定めるところにより取扱う。  

（１）第５条に定める個人情報の取扱い  

（２）第１２条により無効となったカードの取扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「ＩＣカード乗車券取扱規則・ＩＣカード乗車券取扱基準規程 

・ＩＣカード乗車券取扱規則に関する特約」新旧対照表 
 

現行 改定案 

 
 「ＩＣカード乗車券取扱規則」（抜粋） 

 
（身体障害者割引および知的障害者割引） 

第１６条 当社が別に定める旅客営業規則の身体障害者および知的障害者の規定により、割引を受けようとする

旅客がＩＣカード乗車券による乗車の意思を表示したときは、当社線内を利用する場合に限り、ＩＣＳＦ

乗車券による乗車では当該区間の片道普通旅客運賃、ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券による乗車で

は第１４条の２の規定により算出する片道普通旅客運賃相当額、または片道普通旅客運賃からそれぞれ５

割引した額を減額する。 

２ 前各項にかかわらず、各ＩＣ鉄道事業者相互間を乗車した場合は、次の各号に定めるとおりとする。 

  （１）実際に乗車した経路に基づき、各ＩＣ鉄道事業者で定めるＩＣカード乗車券取扱規則によ 

り運賃を減額する。 

（２）２以上の旅客運賃が適用される場合であっても、旅客運賃の割引を重複して請求すること 

ができない。 

３ 前各項の取扱いは、第５条第１項の規定にかかわらず、改札機等による改札を受けて入場し、出場時に係

員に身体障害者手帳または知的障害者手帳を呈示するものとする。 

 

 

 
「ＩＣカード乗車券取扱基準規程」（抜粋） 

 

（目的） 

第１条 株式会社横浜シーサイドラインＩＣカード乗車券取扱規則（以下「規則」という。）及びＩＣカード乗車 

券取扱規則に関する特約（以下「特約」という。）の定めに基づく旅客の運送ならびにその取扱方については、 

規則及び特約によるほか、この規程に定めるところによる。 

 ２ この規程に定めていない事項については、法令及び別に定めるところによる。 

(注１)法令の主なものについては、次のとおりである。 

（１）鉄道営業法（明治３３年法律第６５号） 

（２）鉄道運輸規程（昭和１７年鉄道省令第３号） 

（３）鉄道事業法（昭和６１年法律第９２号） 

(注２) 別に定めるところの主なものについては、次のとおりである。 

（１）旅客営業規則（2021年 7月 1日付） 

（２）旅客営業取扱基準規程（2021年 3月 13日付） 

（３）ＰＡＳＭＯ取扱規則 

（４）ＰＡＳＭＯ取扱基準規程 

（５）ＰＡＳＭＯ取扱規則に関する特約 

 

（用語の定義） 

第２条 この規程における用語の定義は、次に掲げるとおりとする。 

（１）「営業規則」とは、当社の定める旅客営業規則をいう。 

  （２）「基準規程」とは、当社の定める旅客営業取扱基準規程をいう。 

  （３）「ＰＡＳＭＯ規則」とは、株式会社パスモが定めるＰＡＳＭＯ取扱規則をいう。 

  （４）「ＰＡＳＭＯ規程」とは、株式会社パスモが定めるＰＡＳＭＯ取扱基準規程をいう。 

 

 

 

 

（ＳＦ残額の確認） 

第１３条 規則第１３条第１項の規定に基づくＳＦ残額は、自動改札機、自動券売機、自動精算機、処理機及びチ 

 
「ＩＣカード乗車券取扱規則」（抜粋） 

 
（身体障害者割引および知的障害者割引） 

第１６条 当社が別に定める旅客営業規則の身体障害者および知的障害者の規定により、割引を受けようとする

旅客がＩＣカード乗車券による乗車の意思を表示したときは、当社線内を利用する場合に限り、ＩＣＳＦ

乗車券による乗車では当該区間の片道普通旅客運賃、ＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券による乗車で

は第１４条の２の規定により算出する片道普通旅客運賃相当額、または片道普通旅客運賃からそれぞれ５

割引した額を減額する。 

２  前各項にかかわらず、当社を含むＩＣ鉄道事業者相互間を乗車した場合は、次の各号に定めるとおりと 

する。 

（１）前条第１項から第５項の規定により算出する片道普通旅客運賃相当額、または片道普通旅客運賃から

それぞれ５割引した額を減額する。 

（２）旅客は２以上の旅客運賃の割引が適用される場合であっても、旅客運賃の割引を重複して請求するこ

とができない。ただし、第１項に定める割引と前条第５項に規定する割引との重複についてはこの限りで

ない。  

３ 前各項の取扱いは、第５条第１項の規定にかかわらず、改札機等による改札を受けて入場し、出場時に係

員に身体障害者手帳または療育手帳を呈示するものとする。 

 
「ＩＣカード乗車券取扱基準規程」（抜粋） 

 
（目的） 

第１条 株式会社横浜シーサイドラインＩＣカード乗車券取扱規則（以下「規則」という。）及びＩＣカード乗車

券取扱規則に関する特約（以下「特約」という。）、障がい者用ＩＣカード乗車券取扱特約(以下「障がい者用

ＩＣ特約」という。)の定めに基づく旅客の運送ならびにその取扱方については、規則及び特約によるほか、

この規程に定めるところによる。 

 ２ この規程に定めていない事項については、法令及び別に定めるところによる。 

(注１)法令の主なものについては、次のとおりである。 

（１）鉄道営業法（明治３３年法律第６５号） 

（２）鉄道運輸規程（昭和１７年鉄道省令第３号） 

（３）鉄道事業法（昭和６１年法律第９２号） 

(注２) 別に定めるところの主なものについては、次のとおりである。 

（１）旅客営業規則（2021年 7月 1日付） 

（２）旅客営業取扱基準規程（2021年 3月 13日付） 

（３）ＰＡＳＭＯ取扱規則 

（４）ＰＡＳＭＯ取扱基準規程 

（５）ＰＡＳＭＯ取扱規則に関する特約 

（６）障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約 

 

（用語の定義） 

第２条 この規程における用語の定義は、次に掲げるとおりとする。 

（１）「営業規則」とは、当社の定める旅客営業規則をいう。 

  （２）「基準規程」とは、当社の定める旅客営業取扱基準規程をいう。 

  （３）「ＰＡＳＭＯ規則」とは、株式会社パスモが定めるＰＡＳＭＯ取扱規則をいう。 

  （４）「ＰＡＳＭＯ規程」とは、株式会社パスモが定めるＰＡＳＭＯ取扱基準規程をいう。 

  （５）「障がい者用特約」とは、株式会社パスモが定める障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約をいう。 

 

（ＳＦ残額の確認） 

第１３条 規則第１３条第１項又は障がい者用ＩＣ特約第７条第１項の規定に基づくＳＦ残額は、自動改札機、



ャージ機により確認することができる。 

   ２ 規則第１３条第２項の規定に基づくＳＦ残額履歴は、自動券売機、処理機により確認することができる。 

 

（ＳＦ残額履歴の表示方及び印字方） 

第１４条 規則第１３条第２項の規定によりＳＦ残額履歴の確認をする場合の機器での表示方及び印字方は次の

とおりとする。 

（１） 表示及び印字の記載項目は、左から、月日・種別・利用駅又は利用事業者・種別・利用駅又は利用事 

業者・残額の順とする。 

（２） 表示及び印字される利用駅は、精算もしくは乗車券類との引換えによりＳＦを利用した駅、又は規則 

第１４条、第１４条の２及び第１５条の規定により旅客運賃を算出する際に適用する区間の両端の駅 

とする。 

 

（追記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追記） 

 

 

 

 

 

 

（入場したＩＣカード乗車券と他の有効な乗車券を併用する場合の運賃の減額） 

第１８条 規則第５条第１項及び第７項にかかわらず、旅客が改札機等による改札を受けた後、他の有効な乗車 

券と併用のうえ出場する場合、ＩＣカード乗車券で旅行を開始したときは、規則第６条第２項及び各鉄道 

事業者が規則に定める普通旅客運賃を適用して、入場したＩＣカード乗車券から減額することがある。 

ただし、併用した乗車券について営業規則に定める区間変更の取扱いを行った場合、当該区間について 

は営業規則に定める普通旅客運賃を適用する。 

 

（入場したＩＣカード乗車券と他のＩＣカード乗車券を併用する場合の運賃の減額） 

第１９条 規則第５条第１項及び第７項にかかわらず、旅客が改札機等による改札を受けた後、他のＩＣカード 

乗車券を併用のうえ出場する場合、入場したＩＣカード乗車券及び他の併用するＩＣカード乗車券につい

て、規則第６条第２項及び各鉄道事業者が規則に定める普通旅客運賃を適用して減額することがある。 

 

（ＰＡＳＭＯの発売） 

第２０条 ＰＡＳＭＯは、発行日付及び発行箇所の表示を省略して発売する。 

 ２ ＰＡＳＭＯの発売額は、１枚につき１，０００円から２０，０００円までの１，０００円単位（ＰＡＳＭＯ 

規則第１１条に規定するデポジットを含む。）とする。 

３ 記名ＰＡＳＭＯを発売する場合の購入申込書は別表第１号に定める。 

 

（追記） 

 

（追記） 

 

 

自動券売機、自動精算機、処理機及びチャージ機により確認することができる。 

 ２ 規則第１３条第２項又は障がい者用ＩＣ特約第７条第２項の規定に基づくＳＦ残額履歴は、自動券売機、

自動精算機、処理機により確認することができる。 

 

（ＳＦ残額履歴の表示方及び印字方） 

第１４条 規則第１３条第２項又は障がい者用ＩＣ特約第７条第２項の規定によりＳＦ残額履歴の確認をする場

合の機器での表示方及び印字方は次のとおりとする。 

（１）表示及び印字の記載項目は、左から、月日・種別・利用駅又は利用事業者・種別・利用駅又は利用事業者・

残額の順とする。 

（２）表示及び印字される利用駅は、精算もしくは乗車券類との引換えによりＳＦを利用した駅、又は規則第１

４条、第１４条の２及び第１５条の規定により旅客運賃を算出する際に適用する区間の両端の駅とする。 

 

（障がい者用ＰＡＳＭＯの取扱い） 

第１６条の２ 使用者となる記名人本人以外から、次の各号に定める障がい者用ＰＡＳＭＯの取扱いの申し出が

あった場合は、使用者となる記名人本人の身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項に

規定する身体障害者手帳、または「療育手帳制度について」（昭和４８年９月厚生省発児第１５６号厚生事務

次官通知）により定められた療育手帳制度要綱に規定する療育手帳（以下「手帳」という。）等の確認をした

ときに取扱うことができる。 

 （１）障がい者用ＩＣ特約第６条に定める発売 

 （２）障がい者用ＩＣ特約第１１条に定める障がい者用ＰＡＳＭＯの個人情報変更 

 （３）障がい者用ＩＣ特約第１４条に定める紛失再発行 

 （４）障がい者用ＩＣ特約第１８条に定める払いもどし 

 （５）障がい者用ＩＣ特約第２０条に定める有効期限の更新 

 

（同一旅客に対する障がい者用ＰＡＳＭＯの複数枚発売） 

第１７条の２ 障がい者用ＰＡＳＭＯ特約第９条第３項の規定にかかわらず、障がい者用ＰＡＳＭＯを所持する

旅客から、複数枚の障がい者用ＰＡＳＭＯの購入をしたい旨の申し出があった場合は、事情やむを得ない場

合に限って発売する。 

  ※ 事情やむを得ない場合は、次の場合等をいう。 

（１）指定学校への通学ならびにその他の箇所に通うためにやむを得ず定期乗車券が複数枚所持となる場合 

（２）定期乗車券の発売範囲等の都合により、やむを得ず複数枚所持となる場合 

 

（入場したＩＣカード乗車券と他の有効な乗車券を併用する場合の運賃の減額） 

第１８条 規則第５条第１項及び第７項又は障がい者用ＩＣ特約第４条第１項にかかわらず、旅客が改札機等に

よる改札を受けた後、他の有効な乗車券と併用のうえ出場する場合、ＩＣカード乗車券で旅行を開始したと

きは、規則第６条第２項及び各鉄道事業者が規則に定める普通旅客運賃又はＩＣ規則第１６条に定める割引

の運賃を適用して、入場したＩＣカード乗車券から減額することがある。ただし、併用した乗車券について営

業規則に定める区間変更の取扱いを行った場合、当該区間については営業規則に定める普通旅客運賃を適用

する。 

 

（入場したＩＣカード乗車券と他のＩＣカード乗車券を併用する場合の運賃の減額） 

第１９条 規則第５条第１項及び第７項又は障がい者用ＩＣ特約第４条第１項にかかわらず、旅客が改札機等に

よる改札を受けた後、他のＩＣカード乗車券を併用のうえ出場する場合、入場したＩＣカード乗車券及び他

の併用するＩＣカード乗車券について、規則第６条第２項及び各鉄道事業者が規則に定める普通旅客運賃又

はＩＣ規則第１６条に定める割引の運賃を適用して減額することがある。 

 

（ＰＡＳＭＯカードの発売） 

第２０条 ＰＡＳＭＯカードは、発行日付及び発行箇所の表示を省略して発売する。 

 ２ ＰＡＳＭＯカードの発売額は、１枚につき１，０００円から２０，０００円までの１，０００円単位（ＰＡ

ＳＭＯ規則第１１条又は障がい者用特約第８条に規定するデポジットを含む。）とする。 

３ 記名ＰＡＳＭＯを発売する場合の購入申込書は別表第１号１に定める。 

４ 障がい者用ＰＡＳＭＯを発売する場合の購入申込書は別表第１号２に定める。 

 

（障がい者用ＰＡＳＭＯの有効期限にかかわる帳票類の様式） 

第２０条の２ 障がい者用ＰＡＳＭＯの発売および更新時に交付する「有効期限のご案内」の様式は別表第８号



 

（ＰＡＳＭＯに付加する乗車券の発売） 

第２１条 規則第１１条第２項の規定により、別表第１号に定める「ＰＡＳＭＯ・定期券購入申込書（兼 個人情 

報変更申請書）」（以下「定期券購入申込書等」という。）の提出を受けＰＡＳＭＯ（出場状態のものに限る。） 

に定期乗車券を発売する場合は、当社線相互発着となるもの及び連絡運輸規程に定める区間（規則第３条

第３号で定めるＩＣ鉄道事業者に限る。以下同じ。）の定期乗車券とする。 

２ 第１項の規定により、小児に対してＩＣ定期乗車券を発売する場合は、小児用ＰＡＳＭＯにのみ付加す

ることができる。 

 

（定期乗車券の種類変更又は区間変更の取扱方） 

第２３条 ＩＣ定期乗車券を所持する旅客に対して、当該ＩＣ定期乗車券の種類又は区間を変更する場合は、現 

在使用しているＩＣ定期乗車券を用いて発売するものとする。 

   ２ ＩＣ定期乗車券以外の定期乗車券を所持する旅客に対して、当該定期乗車券の種類又は区間を変更し、 

新たにＩＣ定期乗車券を発売する場合には基準規程第２１条の規定により発売するものとする。 

３ ＩＣ定期乗車券を所持する旅客に対して、当該ＩＣ定期乗車券の種類又は区間を変更し、新たにＩＣ定 

期乗車券以外の定期乗車券を発売する場合の現在使用しているＩＣ定期乗車券については、規則第２６条 

の取扱いによる。 

 

（不正乗車等の旅客に対する特例） 

第２６条 規則第２１条の規定により、ＩＣ定期乗車券の券面に表示された区間を毎日１往復ずつ乗車したもの 

として計算する場合、その日数は、当該ＩＣ定期乗車券の有効期間を上限とすることができる。 

 

（無効となるＩＣカード乗車券を有効として取り扱う場合の特例） 

第２８条  旅客に特別の事由があり、悪意のないときは、規則第２０条の規定にかかわらず乗車駅から下車駅ま 

での乗車区間に対する普通旅客運賃を収受して出場の取扱いをすることができる。 

 

（紛失再発行にかかわる帳票類の様式） 

第２９条 規則第２２条の規定により記名ＰＡＳＭＯの紛失再発行を行う場合に提出する「ＰＡＳＭＯ・再発行・ 

払いもどし・定期券消去申請書」の様式は、別表第２号のとおりとする。 

   ２ 規則第２２条の規定により交付する「紛失再発行整理票」の様式は、別表第３号のとおりとする。 

 

（障害再発行にかかわる帳票類の様式） 

第３０条 規則第２３条の規定によりＩＣカード乗車券の障害再発行を行う場合に提出する「ＰＡＳＭＯ・再発 

行・払いもどし・定期券消去申請書」の様式は、別表第２号のとおりとする。 

   ２ 規則第２３条の規定により交付する「障害再発行整理票」の様式は、別表第４号のとおりとする。 

 

（障害再発行登録中の取扱方） 

第３１条  規則第２３条の取扱後、障害再発行が終了するまでの間、当該障害カードに有効期間内の定期乗車 

券または企画乗車券が付加されている場合、その乗車券面と併せ規則第２３条第２項により交付された再 

発行整理票の呈示を受け乗車させるものとする。 

   ２ 前項の取扱いを行う場合で定期乗車券または企画乗車券の券面表示事項が不鮮明な場合は、別表第５ 

号に定める「ＩＣ定期乗車券・企画乗車券代用乗車証兼ＰＡＳＭＯお預かり書」を交付し、併せて呈示を 

受け乗車させるものとする。 

 

（本人確認の特例） 

第３７条 規則第２２条第１項及び第２項に定める使用停止措置を行う際に、使用者が公的証明書を呈示できな 

い場合は、事情気の毒と認められるときに限り、使用者の申告に基づき当該ＩＣカード乗車券の記名本人 

であることの情報がシステムに登録されていることを確認のうえ、取扱うことができる。 

 

（委任状の取扱い） 

第３８条 本人確認が必要な記名ＩＣカード乗車券の取扱いを行う場合で申し出がやむを得ない事情により、本 

人以外の者から申し出があった場合は、当社あてに記名人本人からの委任状の提出ならびに委任者本人の 

公的証明書（写し）と受任者の公的証明書の呈示を受け取扱うことがある。 

   ２ 委任状は委任者の自筆により提出するものとし、その記載内容は次のとおりとする。 

（１）あて先（駅長あて） 

のとおりとする。 

 

（ＰＡＳＭＯカードに付加する乗車券の発売） 

第２１条 規則第１１条第２項又は障がい者用ＩＣ特約第６条第２項の規定により、別紙第１号１に定める「Ｐ

ＡＳＭＯ・定期券購入申込書（兼 個人情報変更申請書）」（以下「定期券購入申込書等」という。）又は別表

第１号２に定める「障がい者用ＰＡＳＭＯ・定期券・企画券購入申込書（兼 障がい者用ＰＡＳＭＯ有効期限

更新・個人情報変更申込書）」（以下「障がい者用ＰＡＳＭＯ定期券購入申込書等」という。）の提出を受けＰ

ＡＳＭＯカード（出場状態のものに限る。）に定期乗車券を発売する場合は、当社線相互発着となるもの及び

旅客連絡運輸取扱規程に定める区間（規則第３条第３号で定めるＩＣ鉄道事業者に限る。以下同じ。）の定期

乗車券とする。 

２ 第１項及び第２項の規定により、小児に対してＩＣ定期乗車券またはＩＣ企画乗車券を発売する場合は、 

小児用ＰＡＳＭＯにのみ付加することができる。 

 

（定期乗車券の種類変更又は区間変更の取扱方） 

第２３条 ＩＣ定期乗車券を所持する旅客に対して、当該ＩＣ定期乗車券の種類又は区間を変更する場合は、現

在使用しているＩＣ定期乗車券を用いて発売するものとする。 

 ２ ＩＣ定期乗車券以外の定期乗車券を所持する旅客に対して、当該定期乗車券の種類又は区間を変更し、新

たにＩＣ定期乗車券を発売する場合には基準規程第２１条の規定により発売するものとする。 

 ３ ＩＣ定期乗車券を所持する旅客に対して、当該ＩＣ定期乗車券の種類又は区間を変更し、新たにＩＣ定期

乗車券以外の定期乗車券を発売する場合の現在使用しているＩＣ定期乗車券については、規則第２６条又は

障がい者用ＩＣ特約第１８条の取扱いによる。 

 

（不正乗車等の旅客に対する特例） 

第２６条 規則第２１条又は障がい者用ＩＣ特約第１３条の規定により、ＩＣ定期乗車券の券面に表示された区

間を毎日１往復ずつ乗車したものとして計算する場合、その日数は、当該ＩＣ定期乗車券の有効期間を上限

とすることができる。 

 

（無効となるＩＣカード乗車券を有効として取り扱う場合の特例） 

第２８条 旅客に特別の事由があり、悪意のないときは、規則第２０条又は障がい者用ＩＣ特約第１２条の規定

にかかわらず乗車駅から下車駅までの乗車区間に対する普通旅客運賃又はＩＣ規則第１６条に定める割引の

運賃を収受して出場の取扱いをすることができる。 

 

（紛失再発行にかかわる帳票類の様式） 

第２９条 規則第２２条又は障がい者用ＩＣ特約第１４条の規定により記名ＰＡＳＭＯの紛失再発行を行う場合

に提出する「ＰＡＳＭＯ・再発行・払いもどし・定期券消去申請書」の様式は、別表第２号のとおりとする。 

 ２ 規則第２２条又は障がい者用ＩＣ特約第１４条の規定により交付する「紛失再発行整理票」の様式は、別

表第３号のとおりとする。 

 

（障害再発行にかかわる帳票類の様式） 

第３０条 規則第２３条又は障がい者用ＩＣ特約第１５条の規定によりＩＣカード乗車券の障害再発行を行う場

合に提出する「ＰＡＳＭＯ・再発行・払いもどし・定期券消去申請書」の様式は、別表第２号のとおりとす

る。 

 ２ 規則第２３条又は障がい者用ＩＣ特約第１５条の規定により交付する「障害再発行整理票」の様式は、別

表第４号のとおりとする。 

 

（障害再発行登録中の取扱方） 

第３１条 規則第２３条又は障がい者用ＩＣ特約第１５条の取扱後、障害再発行が終了するまでの間、当該障害

カードに有効期間内の定期乗車券または企画乗車券が付加されている場合、その乗車券面と併せ規則第２３

条第２項又は障がい者用ＩＣ特約第１５条第２項により交付された再発行整理票の呈示を受け乗車させるも

のとする。 

 ２ 前項の取扱いを行う場合で定期乗車券または企画乗車券の券面表示事項が不鮮明な場合は、別表第５号に

定める「ＩＣ定期乗車券・企画乗車券代用乗車証兼ＰＡＳＭＯお預かり書」を交付し、併せて呈示を受け乗車

させるものとする。 

 

 



（２）委任者（再発行又は払いもどし請求者本人）の住所、氏名、生年月日及び印鑑 

（３）受任者の住所、氏名、生年月日及び印鑑 

（４）権限を委任する旨 

（５）日付 

 ３ 規則第２２条第１項及び第２項に定める使用停止措置を行う際に、本人以外の者から申し出があった 

  場合は、事情気の毒と認められるときに限り前各号の規定にかかわらず、当該記名人の情報がシステム 

に登録されていることを確認のうえ、委任状の提出ならびに当該ＩＣカード乗車券の記名本人の公的証 

明書（写し）の呈示を省略することがある。 

 

（払いもどしにかかわる帳票類の様式） 

第３９条 規則第２６条の規定によりＰＡＳＭＯの払いもどしを行う場合に提出する「ＰＡＳＭＯ・再発行・払

いもどし・定期券消去申請書」の様式は、別表第２号のとおりとする。 

 

第３編 個人情報の取扱い 

 

（個人情報の記載された帳票類の取扱い） 

第４４条 旅客の個人情報が記載された帳票類は、鍵のかかる箇所で保管し厳重に管理しなければならない。 

（注）個人情報が記載された主な帳票類は次のとおり。 

（１） 別表第１号に定める「定期券購入申込書等」 

（２） 別表第２号に定める再発行及び解約等申請書 

（３） 別表第５号に定めるＩＣ定期乗車券・企画乗車券代用乗車証兼ＰＡＳＭＯお預かり書 

（４） 別表第６号に定める一体型ＰＡＳＭＯ代用磁気定期乗車券発行申請書 

（５） 別表第７号に定めるＰＡＳＭＯオートチャージサービス解約・カード分離申請書 

（６） 機器から出力されるジャーナル類 

（７） 第３８条第２項に定める委任状 

 

（個人情報の変更） 

第４５条 旅客から、氏名、生年月日、電話番号等の変更の申し出があった場合は、別表第１号に定める「定期券 

購入申込書等」の提出ならびに公的証明書等の呈示を受け、記載内容を確認し、個人情報の変更を行わなけ 

ればならない。 

    ２ 前項の取扱いは、ＰＡＳＭＯに登録された記名人を他人の名義に変更することはできない。 

 

 

第４編 特殊取扱い 

 

（改札機等への誤タッチの取扱い） 

第４８条 旅客が誤ってタッチした等の事由により改札機等で運賃が減額された場合は、その事実が確認でき、

事情気の毒と認められるときに限り、特例として減額した運賃を払いもどしし、別途実際乗車区間の普通

旅客運賃を収受することがある。 

 

（改札機等へのタッチ未了の取扱い） 

第４９条 旅客が誤ってタッチ未了等の事由により改札機等で運賃の減額ができない場合は、その事実が確認で 

き、事情気の毒と認められるときに限り、規則第２０条第２号の規定にかかわらず、別途実際乗車区間の 

普通旅客運賃を収受することがある。 

 

（追記） 

 

 

第５編 ＩＣカード乗車券の相互利用 

 

（ＰＡＳＭＯ取扱事業者以外の鉄道会社が発売したＩＣカードによる乗車等の取扱いに関する準用規定） 

第５２条 ＰＡＳＭＯ取扱事業者以外の鉄道会社が発売したＩＣカードで、当社線において乗車等の取扱いをす

る場合は、「ＩＣカード乗車券」取扱うこととし，以下の規定に準じる。 

(１) 規則第３０条第１項第１号から第３号に定めるＩＣカードについては第５条から第１０条まで、第１ 

２条、第１３条第１項、第１４条、第１６条第３号（再発行整理票交付手続に限る）、第１８条、 

（本人確認の特例） 

第３７条 規則第２２条第１項及び第２項又は障がい者用ＩＣ特約第１４条第１項、第２項に定める使用停止措

置を行う際に、使用者が公的証明書を呈示できない場合は、事情気の毒と認められるときに限り、使用者の申

告に基づき当該ＩＣカード乗車券の記名本人であることの情報がシステムに登録されていることを確認のう

え、取扱うことができる。 

 

（委任状の取扱い） 

第３８条 本人確認が必要な記名ＩＣカード乗車券の取扱いを行う場合で申し出がやむを得ない事情により、本

人以外の者から申し出があった場合は、当社あてに記名人本人からの委任状の提出ならびに委任者本人の公

的証明書（写し）と受任者の公的証明書の呈示を受け取扱うことがある。 

 ２ 委任状は委任者の自筆により提出するものとし、その記載内容は次のとおりとする。 

 （１）あて先（駅長あて） 

（２）委任者（再発行又は払いもどし請求者本人）の住所、氏名、生年月日及び印鑑 

（３）受任者の住所、氏名、生年月日及び印鑑 

（４）権限を委任する旨 

（５）日付 

 ３ 規則第２２条第１項及び第２項又は障がい者用ＩＣ特約第１４条第１項、第２項に定める使用停止措置を

行う際に、本人以外の者から申し出があった場合は、事情気の毒と認められるときに限り前各号の規定にか

かわらず、当該記名人の情報がシステムに登録されていることを確認のうえ、委任状の提出ならびに当該Ｉ

Ｃカード乗車券の記名本人の公的証明書（写し）の呈示を省略することがある。 

 

（払いもどしにかかわる帳票類の様式） 

第３９条 規則第２６条又は障がい者用ＩＣ特約第１８条の規定によりＰＡＳＭＯカードの払いもどしを行う場

合に提出する「ＰＡＳＭＯ・再発行・払いもどし・定期券消去申請書」の様式は、別表第２号のとおりとす

る。 

 

第３編 個人情報の取扱い 

 

（個人情報の記載された帳票類の取扱い） 

第４４条 旅客の個人情報が記載された帳票類は、鍵のかかる箇所で保管し厳重に管理しなければならない。 

（注）個人情報が記載された主な帳票類は次のとおり。 

（１） 別表第１号１に定める「定期券購入申込書等」 

（２） 別表第１号２に定める「障がい者用ＰＡＳＭＯ定期券購入申込書等」 

（３） 別表第２号に定める再発行及び解約等申請書 

（４） 別表第５号に定めるＩＣ定期乗車券・企画乗車券代用乗車証兼ＰＡＳＭＯお預かり書 

（５） 別表第６号に定める一体型ＰＡＳＭＯ代用磁気定期乗車券発行申請書 

（６） 別表第７号に定めるＰＡＳＭＯオートチャージサービス解約・カード分離申請書 

（７） 機器から出力されるジャーナル類 

（８） 第３８条第２項に定める委任状 

 

（個人情報の変更） 

第４５条 旅客から、氏名、生年月日、電話番号等の変更の申し出があった場合は、別表第１号１に定める「定期

券購入申込書等」又は別表第１号２に定める「障がい者用ＰＡＳＭＯ定期券購入申込書等」の提出ならびに公

的証明書等の呈示を受け、記載内容を確認し、個人情報の変更を行わなければならない。 

 ２ 前項の取扱いは、ＰＡＳＭＯに登録された記名人を他人の名義に変更することはできない。 

 

 

第４編 特殊取扱い 

 

（改札機等への誤タッチの取扱い） 

第４８条 旅客が誤ってタッチした等の事由により改札機等で運賃が減額された場合は、その事実が確認でき、

事情気の毒と認められるときに限り、特例として減額した運賃を払いもどし、別途実際乗車区間の普通旅客

運賃又はＩＣ規則第１６条に定める割引の運賃を収受することがある。 

 

（改札機等へのタッチ未了の取扱い） 



第１９条、第２５条から第２８条、第３１条、第３７条、第３８条第３項、第４３条、第４４条、第４ 

７条から第４９条の規定を準用する。 

(２) 規則第３０条第１項第４号から第１２号に定めるＩＣカードについては第５条から第７条まで、第９ 

条、第１０条（ただし一部機器を除く）、第１２条、第１３条第１項（ただし一部機器を除く）第１８ 

条、第１９条、第２５条、第２７条、第２８条、第４８条、第４９条の規定を準用する。 

（追記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４９条 旅客が誤ってタッチ未了等の事由により改札機等で運賃の減額ができない場合は、その事実が確認で

き、事情気の毒と認められるときに限り、規則第２０条第２号又は障がい者用ＩＣ特約第１２条第２号の規

定にかかわらず、別途実際乗車区間の普通旅客運賃又はＩＣ規則第１６条に定める割引の運賃を収受するこ

とがある。 

 

（使用方法に反する履歴発見時の取扱い） 

第５２条 有効期限の更新時等でＳＦ残額履歴を確認する時、規則第５条および障がい者用ＩＣ特約第４条に定

める使用方法に反する履歴を発見した場合は、旅客に使用状況を確認し、事情気の毒と認められる場合に限

り、その利用区間に対する正当な普通旅客運賃又はＩＣ規則第１６条に定める割引の運賃を収受することが

できる。 

 

 

第５編 ＩＣカード乗車券の相互利用 

 

（ＰＡＳＭＯ取扱事業者以外の鉄道会社が発売したＩＣカードによる乗車等の取扱いに関する準用規定） 

第５３条 ＰＡＳＭＯ取扱事業者以外の鉄道会社が発売したＩＣカードで、当社線において乗車等の取扱いをす

る場合は、「ＩＣカード乗車券」または「障がい者用ＩＣカード乗車券」として取扱うこととし，以下の規定

に準じる。 

(１) 規則第３０条第１項第１号から第３号に定めるＩＣカードについては第５条から第１０条まで、第１２

条、第１３条第１項、第１４条、第１６条第３号（再発行整理票交付手続に限る）、第１８条、第１９条、第

２５条から第２８条、第３１条、第３７条、第３８条第３項、第４３条、第４４条、第４７条から第４９条の

規定を準用する。 

(２) 規則第３０条第１項第４号から第１２号に定めるＩＣカードについては第５条から第７条まで、第９条、

第１０条（ただし一部機器を除く）、第１２条、第１３条第１項（ただし一部機器を除く）第１８条、第１９

条、第２５条、第２７条、第２８条、第４８条、第４９条の規定を準用する。 

(３) 障がい者用ＩＣ特約第２１条第１項第１号および第２号に定める障がい者用ＩＣカードについては第５

条から第１０条まで、第１２条、第１３条第１項、第１４条、第１６条の２第３号（再発行整理票交付手続に

限る）、第１８条、第１９条、第２５条から第２８条、第３１条、第３７条、第３８条第３項、第４３条、第

４４条、第４７条から第４９条の規定を準用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表第１号  ＰＡＳＭＯ・定期券購入申込書（兼 個人情報変更申込書）の様式 

 

             表                    裏 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 必要に応じ些少の変更又は必要事項を加えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第１号１  ＰＡＳＭＯ・定期券購入申込書（兼 個人情報変更申込書）の様式 

 

             表                    裏 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考：１ 必要に応じ些少の変更又は必要事項を加えることができる。 

２ 下記の内容を記載する。 

 

＜ＰＡＳＭＯ定期券・磁気定期券をご購入のお客さまの場合＞ 

１.定期券に関して記入していただいた個人情報は当社で管理します。 

２.お客さまに記入していただいた個人情報の利用目的は次のとおりです。 

(1)定期券の購入・変更・払いもどし等のお申込内容の確認 

(2)当社から連絡する必要がある場合の連絡先の確認 

３.当社は、記入していただいた個人情報を、上記利用目的の範囲内で、定期券の取扱いを行う鉄道・バス事業

者からの照会に応じて、その事業者に知らせることがあります。 
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（追記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第１号２ 障がい者用ＰＡＳＭＯ・定期券・企画券購入申込書（兼 障がい者用ＰＡＳＭＯ有効期限更新・

個人情報変更申込書）の様式 

 

表                       裏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考：１ 必要に応じ些少の変更又は必要事項を加えることができる。 

２ 下記の内容を記載する。 

 

＜障がい者用ＰＡＳＭＯに定期券・企画券をご購入のお客さまの場合＞ 

１.定期券・企画券に関して記入していただいた個人情報は当社で管理します。 

２.お客さまに記入していただいた個人情報の利用目的は次のとおりです。 

①定期券・企画券の購入・変更・払いもどし等のお申込内容の確認 

②当社からご連絡する必要がある場合の連絡先の確認 

３.当社は、記入していただいた個人情報を、今後、上記利用目的の範囲内でＰＡＳＭＯの取扱いを行う鉄道・バ

ス事業者からの照会に応じて、その事業者に知らせることがあります。 
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（追記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第８号  有効期限のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：１ 用紙については、ジャーナルを使用するので、縦については、その都度の長さとなる。 

２ 必要に応じ些少の変更又は必要事項を加えることができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「ＩＣカード乗車券取扱規則に関する特約」（抜粋） 

 
（モバイルＰＡＳＭＯの発行替え） 

第１１条 ＰＡＳＭＯカードからモバイルＰＡＳＭＯへの発行替えを行うときは、ＰＡＳＭＯ取扱規則に関する 

特約の定めるところにより取扱う。このとき、移行後のＰＡＳＭＯカードの取扱いは、ＰＡＳＭＯ取扱規則

に関する特約の定めによる。 

２ 前項による発行替えは、次の各号のいずれかに該当する場合は取扱うことができない。 

（１）無記名ＰＡＳＭＯ 

（２）ＩＣバス事業者の持参人ＩＣ定期乗車券が付加された無記名ＰＡＳＭＯ 

（３）定期乗車券の機能を、別に定めるＩＣ事業者以外で付加したＩＣ定期乗車券 

（４）１８歳となる年度の３月３１日以前を有効開始とする通学定期乗車券機能または東日本旅客鉄道線連

絡となる大学生・専門学生未満の通学定期乗車券機能が付加されたＩＣ定期乗車券 

（５）小児用ＰＡＳＭＯおよび一体型ＰＡＳＭＯ 

（６）企画乗車券および別に定める乗車に係る証票の機能が付加されているＰＡＳＭＯ 

（７）その他、当社が特に認めたもの 

３ モバイルＰＡＳＭＯからＰＡＳＭＯカードへの発行替えはできない。また、複数のモバイルＩＣ乗車券 

相互間で、定期乗車券、ＳＦ等を含むいかなる情報も移行させることはできない。 

 

（Apple Pay の PASMOの発行替え） 

第１１条の２ ＰＡＳＭＯカードから Apple Payの PASMOへの発行替えを行うときは、ＰＡＳＭＯ取扱規則に関 

する特約の定めるところにより取扱う。このとき、移行後のＰＡＳＭＯカードの取扱いは、ＰＡＳＭＯ取 

扱規則に関する特約の定めによる。 

２ 前項による発行替えは、次の各号のいずれかに該当する場合は取扱うことができない。 

（１）ＩＣバス事業者の持参人ＩＣ定期乗車券が付加された無記名ＰＡＳＭＯ 

（２）定期乗車券の機能を、別に定めるＩＣ事業者以外で付加したＩＣ定期乗車券 

（３）１８歳となる年度の３月３１日以前を有効開始とする通学定期乗車券機能または東日本旅客鉄道線連

絡となる大学生・専門学生未満の通学定期乗車券機能が付加されたＩＣ定期乗車券 

（４）小児用ＰＡＳＭＯおよび一体型ＰＡＳＭＯ 

（５）企画乗車券および別に定める乗車に係る証票の機能が付加されているＰＡＳＭＯ 

（６）有効なバスＩＣ一日乗車券の機能が付加されているＰＡＳＭＯ 

（７）第５条第１項の定めにより自動改札機等による改札を受けて駅に入場後、出場処理が完了していない

ＰＡＳＭＯ 

（８）その他、当社が特に認めたもの 

３ Apple Payの PASMOからＰＡＳＭＯカードへの発行替えはできない。また、複数のモバイルＩＣ乗車券

相互間で、定期乗車券、ＳＦ等を含むいかなる情報も移行させることはできない。 

 

（免責事項） 

第１８条 携帯電話網等の通信障害等により、チャージ、購入または払いもどし等が取り扱えない場合に生じた

損害については、当社はその責めを負わない。  

２ 携帯情報端末等を動作させるために必要なアプリケーションの故障等により、チャージ、購入又は払い

もどし等が取り扱えない場合に生じた損害については、当社はその責めを負わない。 

３  モバイルＰＡＳＭＯ又は Apple Payの PASMOを使用するためのソフトウェアおよびアプリケーションの

更新等により、モバイルＩＣ乗車券のサービスが使用できなくなった場合に生じた損害、その他いかなる

不利益についても当社はその責めを負わない。 

４ 第１１条に定める発行替え及び第１７条に定める携帯情報端末等の機種変更、紛失または故障に伴うモ 

バイルＩＣ乗車券の再発行により、ＰＡＳＭＯ ＩＤ番号が変更されたことによる旅客の損害等について 

は、当社はその責めを負わない。 

 

 

 

 

 

 

 
「ＩＣカード乗車券取扱規則に関する特約」（抜粋） 

 
（モバイルＰＡＳＭＯの発行替え） 

第１１条 ＰＡＳＭＯカードからモバイルＰＡＳＭＯへの発行替えを行うときは、ＰＡＳＭＯ取扱規則に関する 

特約の定めるところにより取扱う。このとき、移行後のＰＡＳＭＯカードの取扱いは、ＰＡＳＭＯ取扱規則 

に関する特約の定めによる。 

２ 前項による発行替えは、次の各号のいずれかに該当する場合は取扱うことができない。 

（１）無記名ＰＡＳＭＯ 

（２）ＩＣバス事業者の持参人ＩＣ定期乗車券が付加された無記名ＰＡＳＭＯ 

（３）定期乗車券の機能を、別に定めるＩＣ事業者以外で付加したＩＣ定期乗車券 

（４）小児用ＰＡＳＭＯおよび一体型ＰＡＳＭＯ 

（５）企画乗車券および別に定める乗車に係る証票の機能が付加されているＰＡＳＭＯ 

（６）その他、当社が特に認めたもの 

３ モバイルＰＡＳＭＯからＰＡＳＭＯカードへの発行替えはできない。また、複数のモバイルＩＣ乗車券 

相互間で、定期乗車券、ＳＦ等を含むいかなる情報も移行させることはできない。 

 

（Apple Pay の PASMOの発行替え） 

第１１条の２ ＰＡＳＭＯカードから Apple Payの PASMOへの発行替えを行うときは、ＰＡＳＭＯ取扱規則に関 

する特約の定めるところにより取扱う。このとき、移行後のＰＡＳＭＯカードの取扱いは、ＰＡＳＭＯ取 

扱規則に関する特約の定めによる。 

２ 前項による発行替えは、次の各号のいずれかに該当する場合は取扱うことができない。 

（１）ＩＣバス事業者の持参人ＩＣ定期乗車券が付加された無記名ＰＡＳＭＯ 

（２）定期乗車券の機能を、別に定めるＩＣ事業者以外で付加したＩＣ定期乗車券 

（３）小児用ＰＡＳＭＯおよび一体型ＰＡＳＭＯ 

（４）企画乗車券および別に定める乗車に係る証票の機能が付加されているＰＡＳＭＯ 

（５）有効なバスＩＣ一日乗車券の機能が付加されているＰＡＳＭＯ 

（６）第５条第１項の定めにより自動改札機等による改札を受けて駅に入場後、出場処理が完了していない 

ＰＡＳＭＯ 

（７）その他、当社が特に認めたもの 

３ Apple Payの PASMOからＰＡＳＭＯカードへの発行替えはできない。また、複数のモバイルＩＣ乗車券 

相互間で、定期乗車券、ＳＦ等を含むいかなる情報も移行させることはできない。 

 

（免責事項） 

第１８条 携帯電話網等の通信障害等により、チャージ、購入または払いもどし等が取り扱えない場合に生じた

損害については、当社はその責めを負わない。  

２ 携帯情報端末等を動作させるために必要なアプリケーションの故障等により、チャージ、購入または払 

 いもどし等が取り扱えない場合に生じた損害については、当社はその責めを負わない。 

３  モバイルＰＡＳＭＯまたは Apple Payの PASMOを使用するためのソフトウェアおよびアプリケーション 

の更新等により、モバイルＩＣ乗車券のサービスが使用できなくなった場合に生じた損害、その他いかな 

る不利益についても当社はその責めを負わない。 

４ 第１１条に定める発行替え及び第１７条に定める携帯情報端末等の機種変更、紛失または故障に伴うモ 

バイルＩＣ乗車券の再発行、その他コンピュータシステム処理等により、ＰＡＳＭＯ ＩＤ番号が変更さ

れたことによる旅客の損害等については、当社はその責めを負わない。 



「旅客営業規則」新旧対照表 

 

現行 改定 

 
 「旅客営業規則」 （抜粋） 

 
（定期乗車券の再発行） 

第 107 条 定期乗車券を所持する旅客は，汚損その他の事由により，その券面表示事項が不明と 

なったとき，または裏面の磁気情報にき損を生じたときは，当該定期乗車券の再発行を請求することが 

できる。この場合，旅客は，定期乗車券再発行申請書を提出しなければならない。 

２ 定期乗車券再発行申請書の様式は，次のとおりとする。 

 

 
 

（定期乗車券使用後の旅客運賃の払戻し） 

第 116条 旅客は，定期乗車券の使用を開始した後，その定期乗車券が不要となった場合は，有効期間内である 

ときに限って，定期乗車券払いもどし申請書とともに指定駅に差し出して，すでに支払った定期旅客運賃 

から，使用経過月数に相当する定期旅客運賃を差し引いた残額の払戻しを請求することができる。この場 

合，旅客は，手数料として 1 枚につき 220円を支払うものとする。 

２ 定期乗車券払いもどし申請書の様式は，次のとおりとする。 

 

 
３ 第１項の計算については，払戻請求の当日は経過日数に算入し，また１か月末満の経過日数は，1か 

月として計算する。 

４ 第 1項の定期乗車券の経過月数に相当する定期旅客運賃は，次の各号によって計算する。 

(1) 使用経過月数が 1か月または 3か月のときは，各その月数に相当する定期旅客運賃 

(2) 使用経過月数が 2か月のときは，1か月に相当する定期旅客運賃の 2倍の額 

(3) 使用経過月数が 4か月のときは，3か月と 1か月に相当する定期旅客運賃の合算額 

(4) 使用経過月数が 5か月のときは，3か月と 1か月の 2倍に相当する定期旅客運賃の合算額 

 

 

 

 「旅客営業規則」 （抜粋） 

 
（定期乗車券の再発行） 

第 107 条 定期乗車券を所持する旅客は，汚損その他の事由により，その券面表示事項が不明と 

なったとき，または裏面の磁気情報にき損を生じたときは，当該定期乗車券の再発行を請求することが 

できる。この場合，旅客は，定期乗車券再発行申請書を提出しなければならない。 

２ 定期乗車券再発行申請書の様式は，次のとおりとする。 

 

 
 
（定期乗車券使用後の旅客運賃の払戻し） 

第 116条 旅客は，定期乗車券の使用を開始した後，その定期乗車券が不要となった場合は，有効期間内である 

ときに限って，定期乗車券払いもどし申請書とともに指定駅に差し出して，すでに支払った定期旅客運賃 

から，使用経過月数に相当する定期旅客運賃を差し引いた残額の払戻しを請求することができる。この場 

合，旅客は，手数料として 1枚につき 220円を支払うものとする。 

２ 定期乗車券払いもどし申請書の様式は，次のとおりとする。 

 

 
３ 第１項の計算については，払戻請求の当日は経過日数に算入し，また１か月末満の経過日数は，1か 

月として計算する。 

４ 第 1項の定期乗車券の経過月数に相当する定期旅客運賃は，次の各号によって計算する。 

(1) 使用経過月数が 1か月または 3か月のときは，各その月数に相当する定期旅客運賃 

(2) 使用経過月数が 2か月のときは，1か月に相当する定期旅客運賃の 2倍の額 

(3) 使用経過月数が 4か月のときは，3か月と 1か月に相当する定期旅客運賃の合算額 

(4) 使用経過月数が 5か月のときは，3か月と 1か月の 2倍に相当する定期旅客運賃の合算額 

 

 

 

 

ＰＡＳＭＯ再発行・払いもどし・定期券消去申請書
以下の内容およびＰＡＳＭＯ取扱規則、当社の旅客営業規則に同意し、申請します。

株式会社パスモ
株式会社横浜シーサイドライン

◇ＰＡＳＭＯ・磁気定期券に関する個人情報の取扱い

１．本申請書に記載された個人情報は、払いもどしや再発行の手続きに必要な申請内容を確認するために使用いたします。

２．当社または（株）パスモでは、記入していただいた個人情報を、今後、上記利用目的の範囲内で取扱いを行う鉄道・バス事業者からの照会に応じて、その事

業者に知らせることがあります。

◇払いもどしに関する注意事項

１．ＰＡＳＭＯを払いもどす場合は、当社で払いもどしできる乗車券類のみ取り扱い、当社で取扱いできない鉄道定期券・企画券・バス定期券・バス1日乗車券

等の乗車券類については、その金銭的価値等を放棄すること。ただし、鉄道定期券・企画券の取り扱えない機器においては、鉄道定期券・企画券を含む払い

もどしは行わない。また、放棄した乗車券類の払いもどしを（株）パスモ、当社またはＰＡＳＭＯ取扱事業者に請求しないこと。払いもどしをした場合、

ＰＡＳＭＯの復元および払いもどしの取消しは一切できないこと。

２．クレジットカード等のその他の機能と一体となったＰＡＳＭＯを払いもどす場合、その機能の利用約款等に基づき、その機能もあわせて解約される場合があ

ること。

◇紛失再発行に関する注意事項

１．紛失再発行の手続きの後、使用停止情報がすべてのＩＣカード対応機器に配信されるまでの間に使用された、ＰＡＳＭＯに記録されている一切の金銭的価値

等に関しては、（株）パスモ、当社またはＰＡＳＭＯ取扱事業者に補償を求めないこと。

２．紛失したＰＡＳＭＯを紛失再発行の手続き後に発見した場合であっても、再発行の手続きは取り消せないこと。なお、クレジットカード等のその他の機能と

一体となったＰＡＳＭＯ（以下「一体型」という。）を除き、発見したＰＡＳＭＯと引替えに、デポジットは返却します。

３．翌日以降、整理票に記載されたＰＡＳＭＯ取扱事業者の窓口において、所定の再発行手数料およびデポジットを支払い、再発行されたＰＡＳＭＯを受け取る

こと。なお、一体型については、再発行用の媒体を持参し、デポジットは支払わないこと。

４．再発行されたＰＡＳＭＯの受取りの際、本人確認のための証明書を呈示し整理票を提出すること。なお、一体型については、再発行媒体にかかわる通知も呈

示すること。

◇障害再発行に関する注意事項

１．再発行されたＰＡＳＭＯを受け取るまでの間に定期券又は企画券区間を乗車する場合は、障害となったＰＡＳＭＯと整理票を係員に呈示して乗車すること。

代用証を発行された場合は、代用証を呈示して乗車すること。

２．翌日以降、整理票に記載されたＰＡＳＭＯ取扱事業者の窓口において、再発行されたＰＡＳＭＯを受け取ること。なお、クレジットカード等のその他の機能

と一体となったＰＡＳＭＯ（以下「一体型」という。）については、再発行用の媒体を持参すること。

３．再発行されたＰＡＳＭＯの受取りの際、障害となったＰＡＳＭＯ（一体型を除く）と整理票を提出すること。定期券代用証を発行された場合には、あわせて
提出すること。なお、一体型については、障害となった媒体と再発行媒体にかかわる通知を呈示する。

◇鉄道定期券の消去に関する注意事項

１．鉄道定期券情報を消去する場合、一度消去した定期券情報の復元はできないこと。
２．消去した定期券の運賃の払いもどしを当社、（株）パスモまたはＰＡＳＭＯ取扱事業者に請求しないこと。

◇Ｓｕｉｃａに関する取扱い

Ｓｕｉｃａについては、紛失再発行・障害再発行の手続きのみ行います。この場合、ＰＡＳＭＯに準じた取扱いとなり、上記の内容における

ＰＡＳＭＯはＳｕｉｃａ、（株パスモはＳｕｉｃａ発行事業者と読み替えます。なお、一部再発行の手続きができないＳｕｉｃａがあります。

※申請内容を「○」で囲んでください。

※「定期券情報のみ」の払いもどし・定期券消去は鉄道定期券情報のみ行います。ＩＣカードはお客さまに返却いたします。

年 月 日

※ＩＣカードに登録した電話番号をご記入ください。登録していない場合は、「登録なし」にチェックしてください。

※定期券がある場合（有効期限切れを含む）、以下にご記入ください。

定期券・企画券

取扱事業者記載欄

西暦・明治

大正・昭和・平成

④クレジットカードまたは身分証と１枚

　になったカード（一体型）ですか？

※「オナマエ」にはＩＣカードに登録したとおりの氏名（カタカナ・アルファベット等）をフルネーム・左詰めでご記入ください。　濁点等は1文字とし、姓と名の間にスペースを入れてください。

対象カード

バス定期券

①再発行の種別

②ＩＣカードの種類

③定期券の有無

再　発　行 払いもどし

鉄道定期券

紛登時係員

チェ ック欄

定期券・企画券消去 磁気定期券

申請年月日　　　　　年　　　　月　　　日

取扱箇所

有効期間

オナマエ

生年月日

紛登時係員

チェ ック欄

紛登時係員

チェ ック欄

経由

電話番号

紛登時係員

チェ ック欄

男・女性 別登録なし
紛登時係員

チェ ック欄

紛登時係員

チェ ック欄

記事欄

□運転免許証　　　　　　　　　　　　　□身体障害者手帳・知的障害者療育手帳
□旅券　                              □精神障害者保健福祉手帳（写真付）
□在留カードまたは特別永住者証明書　　□個人番号カード
□健康保険等の被保険者証              □学生証（写真付）
□社員証（写真付）                    □運転経歴証明書

発行事業者 区間

取扱事業者

本人確認に
使用した書類

株式会社横浜シーサイドライン

～

※「対象カ ード」には、「再発行登録時のカードフェイス一覧」で
該当するカード番号を記入ください

取扱者

ＰＡＳＭＯ再発行・払いもどし・定期券消去申請書
以下の内容およびＰＡＳＭＯ取扱規則、当社の旅客営業規則に同意し、申請します。

株式会社パスモ
株式会社横浜シーサイドライン

◇ＰＡＳＭＯ・磁気定期券に関する個人情報の取扱い

１．本申請書に記載された個人情報は、払いもどしや再発行の手続きに必要な申請内容を確認するために使用いたします。

２．当社または（株）パスモでは、記入していただいた個人情報を、今後、上記利用目的の範囲内で取扱いを行う鉄道・バス事業者からの照会に応じて、その事

業者に知らせることがあります。

◇払いもどしに関する注意事項

１．ＰＡＳＭＯを払いもどす場合は、当社で払いもどしできる乗車券類のみ取り扱い、当社で取扱いできない鉄道定期券・企画券・バス定期券・バス1日乗車券

等の乗車券類については、その金銭的価値等を放棄すること。ただし、鉄道定期券・企画券の取り扱えない機器においては、鉄道定期券・企画券を含む払い

もどしは行わない。また、放棄した乗車券類の払いもどしを（株）パスモ、当社またはＰＡＳＭＯ取扱事業者に請求しないこと。払いもどしをした場合、

ＰＡＳＭＯの復元および払いもどしの取消しは一切できないこと。

２．クレジットカード等のその他の機能と一体となったＰＡＳＭＯを払いもどす場合、その機能の利用約款等に基づき、その機能もあわせて解約される場合があ

ること。

◇紛失再発行に関する注意事項

１．紛失再発行の手続きの後、使用停止情報がすべてのＩＣカード対応機器に配信されるまでの間に使用された、ＰＡＳＭＯに記録されている一切の金銭的価値

等に関しては、（株）パスモ、当社またはＰＡＳＭＯ取扱事業者に補償を求めないこと。

２．紛失したＰＡＳＭＯを紛失再発行の手続き後に発見した場合であっても、再発行の手続きは取り消せないこと。なお、クレジットカード等のその他の機能と

一体となったＰＡＳＭＯ（以下「一体型」という。）を除き、発見したＰＡＳＭＯと引替えに、デポジットは返却します。

３．翌日以降、整理票に記載されたＰＡＳＭＯ取扱事業者の窓口において、所定の再発行手数料およびデポジットを支払い、再発行されたＰＡＳＭＯを受け取る

こと。なお、一体型については、再発行用の媒体を持参し、デポジットは支払わないこと。

４．再発行されたＰＡＳＭＯの受取りの際、本人確認のための証明書を呈示し整理票を提出すること。なお、一体型については、再発行媒体にかかわる通知も呈

示すること。

◇障害再発行に関する注意事項

１．再発行されたＰＡＳＭＯを受け取るまでの間に定期券又は企画券区間を乗車する場合は、障害となったＰＡＳＭＯと整理票を係員に呈示して乗車すること。

代用証を発行された場合は、代用証を呈示して乗車すること。

２．翌日以降、整理票に記載されたＰＡＳＭＯ取扱事業者の窓口において、再発行されたＰＡＳＭＯを受け取ること。なお、クレジットカード等のその他の機能

と一体となったＰＡＳＭＯ（以下「一体型」という。）については、再発行用の媒体を持参すること。

３．再発行されたＰＡＳＭＯの受取りの際、障害となったＰＡＳＭＯ（一体型を除く）と整理票を提出すること。定期券代用証を発行された場合には、あわせて
提出すること。なお、一体型については、障害となった媒体と再発行媒体にかかわる通知を呈示する。

◇鉄道定期券の消去に関する注意事項

１．鉄道定期券情報を消去する場合、一度消去した定期券情報の復元はできないこと。
２．消去した定期券の運賃の払いもどしを当社、（株）パスモまたはＰＡＳＭＯ取扱事業者に請求しないこと。

◇Ｓｕｉｃａに関する取扱い

Ｓｕｉｃａについては、紛失再発行・障害再発行の手続きのみ行います。この場合、ＰＡＳＭＯに準じた取扱いとなり、上記の内容における

ＰＡＳＭＯはＳｕｉｃａ、（株パスモはＳｕｉｃａ発行事業者と読み替えます。なお、一部再発行の手続きができないＳｕｉｃａがあります。

※申請内容を「○」で囲んでください。

※「定期券情報のみ」の払いもどし・定期券消去は鉄道定期券情報のみ行います。ＩＣカードはお客さまに返却いたします。

年 月 日

※ＩＣカードに登録した電話番号をご記入ください。登録していない場合は、「登録なし」にチェックしてください。

※定期券がある場合（有効期限切れを含む）、以下にご記入ください。

定期券・企画券

取扱事業者記載欄

西暦・明治

大正・昭和・平成

④クレジットカードまたは身分証と１枚

　になったカード（一体型）ですか？

※「オナマエ」にはＩＣカードに登録したとおりの氏名（カタカナ・アルファベット等）をフルネーム・左詰めでご記入ください。　濁点等は1文字とし、姓と名の間にスペースを入れてください。

対象カード

バス定期券

①再発行の種別

②ＩＣカードの種類

③定期券の有無

再　発　行 払いもどし

鉄道定期券

紛登時係員

チェ ック欄

定期券・企画券消去 磁気定期券

申請年月日　　　　　年　　　　月　　　日

取扱箇所

有効期間

オナマエ

生年月日

紛登時係員

チェ ック欄

紛登時係員

チェ ック欄

経由

電話番号

紛登時係員

チェ ック欄

男・女性 別登録なし
紛登時係員

チェ ック欄

紛登時係員

チェ ック欄

記事欄

□運転免許証　　　　　　　　　　　　　□身体障害者手帳・知的障害者療育手帳
□旅券　                              □精神障害者保健福祉手帳（写真付）
□在留カードまたは特別永住者証明書　　□個人番号カード
□健康保険等の被保険者証              □学生証（写真付）
□社員証（写真付）                    □運転経歴証明書

発行事業者 区間

取扱事業者

本人確認に
使用した書類

株式会社横浜シーサイドライン

～

※「対象カ ード」には、「再発行登録時のカードフェイス一覧」で
該当するカード番号を記入ください

取扱者



「連絡運輸規程」新旧対照表 

 

現行 改定 

 

 「連絡運輸規程」 （抜粋） 

 

（連絡運輸の範囲） 

第２条 当社と連絡運輸を行う運輸機関は，次のとおりとする。 

(１)「旅客鉄道会社」とは，東日本旅客鉄道株式会社をいう。 

(２)「京急」とは，京浜急行電鉄株式会社をいう。 

（３）「東急」とは，東京急行電鉄株式会社をいう。 

 （４）「相鉄」とは，相模鉄道株式会社をいう。 

 （５）「横浜市営地下鉄」とは，横浜市交通局をいう。 

２ 連絡運輸の区域および取扱連絡乗車券の種別は，次のとおりとする。 

(3) 東急線 

※世田谷線（各駅）・こどもの国線（各駅）を除く 

 

 (4)相鉄線 

 

 

種別 

 

当 社 線 連絡会社 東 急 線 

線 名 発 駅 接 続 駅 線 名 接続駅 線 名 着 駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通勤 

・通

学 

 

全 線 各 駅 金沢八景駅 京急線 横浜駅 

東横線 各 駅 

田園都市線 用賀駅・池尻大橋駅間の各駅 

大井町線 

各 駅 
目黒線 

多摩川線 

池上線 

全 線 各 駅 新杉田駅 

 

根岸線 

 

   

横浜駅 

 

東横線 各 駅 

田園都市線 用賀駅・池尻大橋駅間の各駅 

大井町線 

各 駅 
目黒線 

多摩川線 

池上線 

全 線 各 駅 新杉田駅 根岸線 蒲田駅 
多摩川線 

各 駅 
池上線 

全 線 各 駅 新杉田駅 根岸線 大井町駅 大井町線 下神明駅・大岡山駅間の各駅 

種別 

 

当 社 線 連絡会社 相 鉄 線 

線 名 発 駅 接 続 駅 線 名 接続駅 線 名 着 駅 

通勤 

・通

学 

全 線 各 駅 

金沢八景駅 京急線 

横浜駅 全 線 各 駅 
新杉田駅 根岸線 

 

 

 「連絡運輸規程」 （抜粋） 

 

（連絡運輸の範囲） 

第２条 当社と連絡運輸を行う運輸機関は，次のとおりとする。 

(１)「旅客鉄道会社」とは，東日本旅客鉄道株式会社をいう。 

(２)「京急」とは，京浜急行電鉄株式会社をいう。 

（３）「東急」とは，東京急行電鉄株式会社をいう。 

 （４）「相鉄」とは，相模鉄道株式会社をいう。 

 （５）「横浜市営地下鉄」とは，横浜市交通局をいう。 

２ 連絡運輸の区域および取扱連絡乗車券の種別は，次のとおりとする。 

(3) 東急線 

※世田谷線（各駅）・こどもの国線（各駅）・新横浜線（各駅）を除く 

 

 (4)相鉄線 

 

種別 

 

当 社 線 連絡会社 東 急 線 

線 名 発 駅 接 続 駅 線 名 接続駅 線 名 着 駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通勤 

・通

学 

 

全 線 各 駅 金沢八景駅 京急線 横浜駅 

東横線 各 駅 

田園都市線 用賀駅・池尻大橋駅間の各駅 

大井町線 

各 駅 
目黒線 

多摩川線 

池上線 

全 線 各 駅 新杉田駅 

 

根岸線 

 

   

横浜駅 

 

東横線 各 駅 

田園都市線 用賀駅・池尻大橋駅間の各駅 

大井町線 

各 駅 
目黒線 

多摩川線 

池上線 

全 線 各 駅 新杉田駅 根岸線 蒲田駅 
多摩川線 

各 駅 
池上線 

全 線 各 駅 新杉田駅 根岸線 大井町駅 大井町線 下神明駅・大岡山駅間の各駅 

種別 

 

当 社 線 連絡会社 相 鉄 線 

線 名 発 駅 接 続 駅 線 名 接続駅 線 名 着 駅 

通勤 

・通

学 

全 線 各 駅 

金沢八景駅 京急線 

横浜駅 全 線 各 駅 
新杉田駅 根岸線 

※新横浜駅を除く 

 

 


